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地域経済が自立し、継続的に成長していくためには「稼ぐ力」を養うことが不可欠だ。地域の資源や人材を活用し、高付加価
値の産業やサービスを生み出している全国各地の取り組みを紹介する。

表
紙

草
加
朝
顔
市

（
埼
玉
県
草
加
市
）

草
加
市
の
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
「
草
加
朝
顔

市
」
は
、
７
月
５
日
開
催
の
今
回
で
第
４４
回
を
迎
え
ま

す
。
朝
顔
市
は
市
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
を

行
い
、
草
加
の
観
光
名
物
に
育
て
る
こ
と
で
郷
土
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
緑
に
対
す
る
親
し
み
を
深
め
、
市
内

に
緑
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
１
９
８
３
（
昭
和
５８
）

年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
市
内
の
園
芸
農
家
に
よ
っ
て
丹
精
込
め

て
育
て
ら
れ
た
鉢
植
え
が
ず
ら
り
と
並
び
、
市
の
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
う
「
草
加
さ
わ
や
か
さ
ん
」
と
の
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
お
気
に
入
り
の
一
鉢
を
お
選
び
い
た
だ
け

ま
す
。

朝
顔
の
品
種
は
、
あ
か
つ
き
シ
リ
ー
ズ
（
大
輪
）
と

曜よ
う

白じ
ろ

シ
リ
ー
ズ
（
星
咲
き
）
の
２
種
類
で
、
草
加
の
朝

顔
は
花
付
き
が
良
い
た
め
手
入
れ
次
第
で
は
９
月
ご
ろ

ま
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

草
加
の
夏
を
彩
る
こ
の
催
し
は
、
地
域
の
魅
力
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
び
、
季
節
の
彩
り

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
草
加
市
観
光
協
会
事
務
局

（
市
文
化
観
光
課
内
）

電
話
０
４
８
（
９
２
２
）
２
４
０
３

（
写
真
提
供
＝
草
加
市
観
光
協
会
）

凛
りん

と咲く朝顔たち

1　巻頭エッセー／�対話を重ね、未来を共に築く� 本村賢太郎（神奈川県相模原市長）
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相
模
原
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
２
期
目
、
７
年
が
経
過
し
ま
し

た
。少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
行
す
る
中
、
情
報
通
信
技
術
の

発
展
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
私
た
ち
の
日
常
を
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
さ

せ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
猛
暑

や
集
中
豪
雨
な
ど
に
見
舞
わ
れ
、
更
に
は
頻
発
す
る
巨
大
地
震
や

林
野
火
災
な
ど
未
曽
有
の
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
が
か
つ
て
な
い

ほ
ど
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
や
、
そ
れ
に
伴
う
物
価
高
騰
な
ど
、

将
来
を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
も
生
ま
れ
て
い
る
中
、
２

期
目
の
任
期
最
後
の
年
と
な
る
こ
の
１
年
は
、「
ワ
ク
ワ
ク
す
る

未
来
を
共
に
築
く
～
全
て
の
人
が
幸
せ
色
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
て
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
地
方

創
生
の
視
点
に
立
っ
た
少
子
化
対
策
、
雇
用
促
進
対
策
、
中
山
間

地
域
対
策
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
ほ
か
、「
都
市
と
自
然
の

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」
を
は
じ
め
と
し
た
本
市
の
特
徴
や
個
性
を
最

大
限
に
生
か
し
た
幅
広
い
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。一

つ
目
は
、「
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

首
都
圏
南
西
部
の
広
域
交
流
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
新
駅
が
設
置

予
定
で
あ
り
、
本
市
の
北
の
玄
関
口
で
あ
る
橋
本
駅
周
辺
に
お
け

る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
リ
ニ

ア
で
つ
な
が
る　

一
歩
先
の
未
来
を
叶か

な

え
る
ま
ち
橋
本
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、「
リ
ニ
ア
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
」
に
基
づ
き
、
最
先
端
技
術
を
体
感
で
き
る
ワ
ク
ワ

ク
す
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
米

軍
基
地
の
返
還
地
で
あ
る
相
模
原
駅
北
口
地
区
の
「
ま
ち
の
将
来

像
」
の
実
現
に
向
け
た
土
地
利
用
や
連
続
立
体
交
差
事
業
の
可
能

性
の
調
査
の
実
施
な
ど
、
新
た
な
ま
ち
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、「
多
様
な
産
業
の
振
興
」
で
す
。

本
市
は
、
２
０
１
３
年
に
「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区
」
に

指
定
さ
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
促
進
や
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
活
性
化

に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ロ
ボ

ッ
ト
や
Ｄ
Ｘ
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
る
人
手
不
足
の
解
消
や
生
産
性

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、「
ロ
ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
環
境
」

の
構
築
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
、
本
市
に
所
在
す
る
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
に
よ
る
世
界
初
と
な
る
火
星
衛
星
探
査
計
画
（
Ｍ

Ｍ
Ｘ
）
の
探
査
機
打
ち
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

を
応
援
す
る
目
的
で
昨
年
市
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
「
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
応
援
団
」
の
皆
様
と
共
に
、
打
ち
上
げ
の
成
功
を
応
援
す
る

ほ
か
、
宇
宙
関
連
産
業
の
振
興
を
推
進
し
て
い
く
な
ど
、「
宇
宙

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
」
と
し
て
の
取
り
組
み
に
注
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

三
つ
目
は
、誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
市
政
運
営
に
向
け
た「
子

育
て
・
教
育
施
策
」
お
よ
び
「
高
齢
者
福
祉
施
策
」
の
充
実
で
す
。

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
向
け
た
こ
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
見
直
し
や
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
年
齢
の
段
階

的
な
拡
大
な
ど
を
通
じ
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
５
歳
児
健
康
診
査
を
開
始
し
、
子

ど
も
の
発
育
や
発
達
の
状
況
を
早
期
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
安
心

し
て
就
学
に
向
け
た
準
備
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
学
び
の
多
様
化
学
校
の
設
置
や
全
て
の
児
童
生
徒

の
学
び
の
き
っ
か
け
に
つ
な
が
る
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
の
整
備
な

ど
、
温
か
さ
の
あ
る
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
更
な
る
充
実
に
よ
る
介
護
予
防
を
推
進
す
る
ほ
か
、
移
動
支

援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
の
外
出
促
進
や
社
会
参

加
を
支
援
す
る
た
め
、
民
間
バ
ス
事
業
者
が
発
行
す
る
フ
リ
ー
パ

ス
（
か
な
ち
ゃ
ん
パ
ス
）
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る
事
業
を
試
行

的
に
実
施
す
る
な
ど
、
シ
ニ
ア
世
代
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で
、「
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
決
意
の
も
と
、
市
民
一
人
ひ
と
り

と
直
接
向
き
合
い
、「
出
向
く
」
市
政
を
徹
底
し
、
対
話
を
重
ね

る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
の
市
政
へ
の
期
待
や
本
市
の
未
来
へ
の

希
望
な
ど
の
「
思
い
」
を
真し

ん
し摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
全
力
を
挙

げ
て
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本村　賢太郎神奈川県相模原市長

対話を重ね、未来を共に築く
～ワクワクする地域づくりへ～

1 2026・7月号 地域づくり セクション地域づくり PB



特 集
基調論文

は
じ
め
に
―
―
「
稼
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」

を
担
う
人
材
の
不
在

地
方
創
生
政
策
が
開
始
さ
れ
て
１０
年
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
。
で
も
、
多
く
の
地
域
で
成
果
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
最
大
の
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。

補
助
金
の
不
足
で
し
ょ
う
か
。
制
度
の
不
備
で
し
ょ
う

か
。
い
い
え
、
違
い
ま
す
。
最
大
の
理
由
は
、「
稼
ぐ
ま

ち
づ
く
り
」
を
実
践
で
き
る
人
材
の
不
在
で
す
。

全
国
の
自
治
体
や
第
三
セ
ク
タ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
会
社

を
見
て
き
て
痛
感
す
る
の
は
、
事
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る

経
験
を
持
つ
人
材
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
補
助
金
の
申
請
書
は
書
け
て
も
、
事
業
計
画
書

は
書
け
な
い
。
計
画
書
は
コ
ン
サ
ル
に
書
か
せ
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
事
業
そ
の
も
の
は
牽け

ん

引い
ん

で
き
な
い
。
こ
の
状

況
が
長
く
続
い
て
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
稼
ぐ
と
言
い

な
が
ら
全
く
稼
げ
な
い
、
税
金
を
溶
か
す
だ
け
の
取
り
組

み
が
い
ま
だ
に
地
域
で
は
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
意
識
か
ら
、
行
政
・
企
業
を
横

断
し
、
完
全
な
民
間
独
立
形
式
に
よ
り
、
受
講
料
の
み
で

運
営
す
る
都
市
経
営
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の

実
践
を
も
と
に
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
育
む
た
め
の
人

材
開
発
の
取
り
組
み
と
、
そ
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

都
市
経
営
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
―
―
実
践
型
人
材
育
成
の
試
み

私
は
２
０
１
５
年
か
ら
「
都
市
経
営
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
」
を
仲
間
と
共
に
立
ち
上
げ
、
代
表
を
務

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
で
「
稼
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
践
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
実
践
型
の
社
会
人

ス
ク
ー
ル
で
す
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
の
特
徴
は
、
座
学
で
は
な
く
実
践
に
重

点
を
置
い
て
い
る
点
で
す
。
受
講
生
は
、
自
分
た
ち
の
地

域
で
実
際
に
事
業
を
構
築
し
、
収
益
を
上
げ
、
雇
用
を
生

み
出
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
講
師
陣
は
、
実
際
に
地

域
で
公
民
連
携
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
、
難
易
度
の
高
い

◆◆◆

「
稼
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
を
成
功
さ
せ
て
き
た
実
務
家

で
す
。

ス
ク
ー
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
５
つ
の
柱
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
第
一
に
、
事
業
構
築
の
基
本
。
補
助
金
あ

り
き
で
は
な
く
、
事
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
の
収
支

計
画
、
資
金
調
達
、
リ
ス
ク
管
理
を
学
び
ま
す
。
第
二
に
、

地
域
資
源
の
発
掘
と
活
用
。
第
三
に
、民
間
資
金
の
調
達
。

第
四
に
、
継
続
的
な
経
営
。
第
五
に
、
失
敗
か
ら
の
学
び

で
す
。

木
下　

斉

一
般
社
団
法
人
エ
リ
ア
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

代
表
理
事

地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み

筆者プロフィール
木下 斉 氏（きのした・ひとし）

1982年東京都生まれ。高校生時代からまちづくり事業
に取り組み、2000年に「IT革命」で新語流行語大賞を受
賞。早稲田大学政治経済学部政治学科卒業、一橋大学大
学院商学研究科修士課程修了。2009年、一般社団法人エ
リア・イノベーション・アライアンスを設立。全国各地
の地域再生会社へ出資、役員を務める。2015年より都市
経営プロフェッショナルスクールを開校、600名を超え
る卒業生を輩出し、各地で地域を変える人材を生み出し
続けている。著書『まちづくり幻想』『稼ぐまちが地方
を変える』『凡人のための地域再生入門』等多数。

「
稼
ぐ
地
域
」
は
人
か
ら
始
ま
る

〜
６
０
０
人
の
卒
業
生
が
現
場
で
証
明
し
た
、�

�

都
市
経
営
１０
年
の
実
践
〜
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こ
れ
ま
で
の
約
１０
年
間
で
、
約
６
０
０
名
の
受
講
生
が

こ
の
ス
ク
ー
ル
を
修
了
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
多
く
が
、
自

分
た
ち
の
地
域
で
実
際
に
事
業
を
立
ち
上
げ
、
成
果
を
出

し
て
い
ま
す
。

事
例
１
＝�
岩
手
県
紫
波
町
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

―
―
公
民
連
携
の
新
モ
デ
ル

こ
の
ス
ク
ー
ル
の
起
点
に
な
っ
て
い
る
取
り
組
み
の
一

つ
が
、
紫
波
町
の
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

都
市
経
営
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
を
共
に
立
ち

上
げ
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
チ
を
務
め
る
岡
崎
正
信

が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
ま
し
た
。

紫
波
町
は
人
口
約
３
万
３
０
０
０
人
の
小
さ
な
町
で

す
。
Ｊ
Ｒ
紫
波
中
央
駅
前
に
１０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
町
有
地
が

あ
り
ま
し
た
が
、
２０
年
間
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
財
政

が
厳
し
く
、
開
発
の
め
ど
が
立
た
な
か
っ

た
の
で
す
。

町
が
出
資
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
「
オ
ガ
ー

ル
紫
波
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、
民
間
資

金
を
調
達
し
て
複
合
施
設
を
建
設
し
ま
し

た
。２

０
１
２
年
に
開
業
し
た
「
オ
ガ
ー
ル

プ
ラ
ザ
」
は
、
図
書
館
、
産
直
マ
ル
シ
ェ
、

飲
食
店
、
カ
フ
ェ
、
子
育
て
支
援
施
設
が

一
体
化
し
た
複
合
施
設
で
す
。
図
書
館
は

町
が
運
営
し
、
そ
れ
以
外
は
オ
ガ
ー
ル
紫

波
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
重
要
な
の
は
、

オ
ガ
ー
ル
紫
波
が
賃
料
収
入
と
飲
食
・
物

販
の
収
益
で
黒
字
を
出
し
、
政
府
系
金
融

機
関
で
あ
る
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
に

配
当
を
支
払
い
、
さ
ら
に
町
に
も
土
地
使
用
料
や
配
当
、

固
定
資
産
税
の
収
入
が
発
生
し
て
い
る
点
で
す
。

地
方
開
発
の
多
く
は
、
国
か
ら
の
お
金
を
「
も
ら
う
こ

と
」
は
期
待
し
て
も
、「
ち
ゃ
ん
と
返
済
し
た
り
、
配
当

し
た
り
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
本

件
は
土
地
活
用
モ
デ
ル
大
賞
国
土
交
通
大
臣
賞
を
は
じ

め
、
多
数
の
評
価
を
得
て
、
新
た
な
Ｐ
Ｐ
Ｐ
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

事
例
２
＝�

大
阪
府
大
東
市
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
ｋ
ｉ
」

―
―
公
営
住
宅
再
生
の
エ
リ
ア
開
発

大
東
市
の
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
ｋ
ｉ
」
は
、
公
営
住
宅
と

周
辺
エ
リ
ア
を
一
体
的
に
再
生
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
都
市
経
営
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
卒
業

生
が
中
心
と
な
り
、
行
政
と
民
間
が
連
携
し
て
推
進
し
ま

し
た
。

大
東
市
は
人
口
約
１２
万
人
、
大
阪
府
の
中
規
模
都
市
で

す
。
市
内
の
北
条
地
区
に
は
老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
が
あ

り
ま
し
た
。
従
来
の
手
法
で
あ
れ
ば
、
建
て
替
え
に
多
額

の
市
費
を
投
入
し
、
公
営
住
宅
を
更
新
す
る
だ
け
で
終
わ

る
と
こ
ろ
で
す
。

公
営
住
宅
を
建
て
替
え
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
公
園

や
公
共
空
間
も
含
め
て
一
体
的
に
整
備
計
画
を
組
み
立

て
、
民
間
資
金
を
活
用
し
た
複
合
エ
リ
ア
を
作
る
。
こ
の

発
想
で
生
ま
れ
た
の
が
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
ｋ
ｉ
」
で
す
。
受

講
生
で
あ
っ
た
大
東
市
職
員
の
入
江
智
子
氏
は
片
道
切
符

で
事
業
立
ち
上
げ
の
主
体
企
業
で
あ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
に

異
動
し
、
社
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
か
ら
段
階
的
に
開
業
し
た
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ

ｋ
ｉ
」
エ
リ
ア
に
は
、
新
築
の
公
営
住
宅
、
民
間
賃
貸
住

宅
、
飲
食
店
、
雑
貨
店
、
カ
フ
ェ
、
ベ

ー
カ
リ
ー
、
公
園
が
一
体
化
し
て
い
ま

す
。
エ
リ
ア
全
体
を
魅
力
的
な
空
間
と

し
て
再
生
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
生
活

の
質
を
高
め
、
外
部
か
ら
の
来
訪
者
を

呼
び
込
み
、
エ
リ
ア
の
経
済
価
値
を
引

き
上
げ
ま
し
た
。
地
価
は
開
発
年
に
前

年
か
ら
２５
％
以
上
上
昇
し
、
周
辺
の
固

定
資
産
税
収
入
の
増
加
な
ど
の
財
政
的

メ
リ
ッ
ト
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
土
地
活
用
モ
デ
ル

大
賞
審
査
委
員
長
賞
、
都
市
景
観
大
賞

な
ど
高
い
評
価
を
受
け
、
公
営
住
宅
の

単
な
る
建
て
替
え
で
は
な
い
、
ま
ち
を

変
え
る
新
た
な
稼
ぐ
エ
リ
ア
開
発
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

複合施設「オガールプラザ」

公営住宅を再生した「morineki」エリア
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事
例
３
＝�

宮
崎
県
宮
崎
市
「
青
島
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
―
―
観
光
資
源
の
再
構
築

宮
崎
市
の
青
島
地
域
は
、
か
つ
て
新
婚
旅
行
の
メ
ッ
カ

と
し
て
栄
え
ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
衰
退
が
続
い

て
い
ま
し
た
。
都
市
経
営
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
の
卒
業
生
が
行
政
側
か
ら
関
わ
り
、
民
間
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
共
に
観
光
資
源
の
再
構
築
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
か
ら
、
青
島
神
社
周
辺
の
商
店
街
を
再
生

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。「
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｍ
Ａ　

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
」
は
、
そ
の
象
徴
的
な

施
設
で
す
。
海
岸
沿
い
に
県
と
連
携
し
て
季
節
限
定
の
コ

ン
テ
ナ
店
舗
を
設
置
し
、
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ

ッ
プ
を
運
営
。
激
減
し
て
い
た
来
訪
者
が
Ｖ
字
回
復
し
、

青
島
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
ま
し
た
。

宮
崎
市
き
っ
て
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
、
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
の
後
背
地
に
は
日
本
初
の
「
Ｎ
ｏ
ｔ 

ａ 

Ｈ
ｏ

ｔ
ｅ
ｌ
」
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、「
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｍ
Ａ　

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ　

Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
が

民
間
投
資
で
開
発
さ
れ
、
さ
ら
に
人
気
を
高
め

て
い
ま
す
。
移
住
者
も
増
加
し
、
青
島
地
区
は

大
き
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

事
例
４
＝�

山
口
県
長
門
市
「
長
門
湯
本
温
泉
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
―
―
温
泉
街
の

抜
本
的
エ
リ
ア
再
生

長
門
市
の
長
門
湯
本
温
泉
は
、
約
６
０
０
年

の
歴
史
を
持
つ
温
泉
街
で
す
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
は
衰
退
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
都
市
経
営
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
卒
業
生
が
、

行
政
と
銀
行
を
中
心
に
、
民
間
プ
レ
ー
ヤ
ー
と

連
携
し
て
温
泉
街
の
抜
本
的
再
生
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

２
０
１
７
年
か
ら
、
温
泉
街
の
中
心
部
を
流
れ
る
音
信

川
の
護
岸
整
備
と
、
周
辺
の
公
共
空
間
再
整
備
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
重
要
な
の
は
、
行
政
が
公
共
空
間
を
整
備
す

る
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
が
投
資
し
て
旅
館
を
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
し
、
質
の
高
い
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
公

民
連
携
で
す
。

「
恩お
ん

湯と
う

」
は
、
温
泉
街
の
中
心
に
位
置
す
る
公
衆
浴
場

で
す
。
２
０
１
７
年
に
老
朽
化
で
閉
鎖
さ
れ
た
施
設
を
２

０
２
０
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
民
設
民
営
で
地
元
ホ
テ
ル
旅
館
経
営
者
た
ち
に
よ
る

新
会
社
が
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

温
泉
街
発
祥
の
起
源
、
ル
ー
ツ
と
も
言
え
る
源
泉
を
魅
力

的
に
再
生
で
き
た
こ
と
は
、
ま
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
明
確
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
一
般
社
団

法
人
湯
道
文
化
振
興
会
の
「
湯
道
文
化
賞
」
を
受
賞
す
る

な
ど
高
く
評
価
さ
れ
る
温
泉
と
な
り
、経
営
は
順
調
で
す
。

周
辺
の
旅
館
も
次
々
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
、
温
泉

街
全
体
の
宿
泊
客
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
再
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン

賞
最
優
秀
賞
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

―
―
１０
年
の
ス
ク
ー
ル
の
実
践
か
ら
学

ん
だ
こ
と

第
一
に
、
座
学
で
は
な
く
実
践
で
す
。
自
分
た
ち
の
地

域
で
実
際
に
事
業
を
立
ち
上
げ
、
収
益
を
上
げ
、
雇
用
を

生
み
出
す
。
こ
の
経
験
を
通
じ
て
、
人
材
は
育
ち
ま
す
。

過
去
の
机
上
の
空
論
の
よ
う
な
地
域
論
で
は
取
り
組
み
は

生
み
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

第
二
に
、
補
助
金
に
頼
ら
な
い
設
計
を
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
関
わ
る
行
政
、
議
会
、
民
間
が
理
解
す
る
こ
と
で

す
。
都
市
経
営
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
は
地

◆◆◆

リニューアルした「恩湯」
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地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
育
む
た
め
に
最
も
重
要
な
の
は
、

人
材
で
す
。
補
助
金
を
増
や
す
こ
と
で
も
、
制
度
を
変
え

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
稼
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を
実

践
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
自
治
体
も
企
業
も
人
材
投
資
を
惜
し
み
、
目

先
の
外
注
に
頼
り
す
ぎ
て
き
て
い
ま
す
。
重
要
な
の
は
人

材
に
投
資
し
、
そ
の
人
材
こ
そ
が
新
た
な
地
域
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
揺
る
ぎ
な
き
事
実
と
向
き
合
う
こ
と
で
す
。

外
注
で
は
ま
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
激
変
す
る
社
会
で
、

大
学
卒
業
ま
で
の
学
び
だ
け
で
地
域
を
変
え
ら
れ
る
で
し

ょ
う
か
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の

経
験
を
元
に
し
て
、
新
た
な
知
識
を
身
に
着
け
て
い
く
こ

と
で
す
。

都
市
経
営
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
多
く
は

自
費
受
講
で
す
。
し
か
し
最
近
で
は
全
国
各
地
の
行
政
か

ら
の
派
遣
、
大
手
民
間
企
業
か
ら
の
派
遣
も
急
増
し
て
き

て
い
ま
す
。
継
続
的
に
組
織
か
ら
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
、

組
織
の
事
業
を
具
体
的
課
題
と
し
て
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
持
ち
込
む
こ
と
で
、
実
践
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
伴
走
す
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
サ
ポ
ー
ト
も
開
始
し
て
い
ま
す
。
官
民

連
携
は
組
織
都
合
を
超
え
て
、
ま
ず
は
本
気
の
人
材
が
学

び
、
互
い
に
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
表
層
的
な
入

札
や
公
募
で
は
、
互
い
に
リ
ス
ク
を
負
い
、
投
資
し
て
稼

ぐ
よ
う
な
官
民
連
携
は
不
可
能
で
す
。

わ
ず
か
１０
年
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
約
６
０
０
名
の
卒

業
生
を
輩
出
す
る
だ
け
で
も
、
全
国
各
地
で
１
０
０
以
上

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
、
様
々
な
受
賞
を
す
る
ほ
ど
の

革
新
的
な
公
民
連
携
事
業
を
作
り
出
す
こ
と
に
つ
な
が

り
、
各
地
で
の
連
携
事
業
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
稼
ぐ
地

域
づ
く
り
は
、
個
別
に
孤
立
す
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な

時
代
を
見
据
え
て
地
域
を
超
え
た
協
業
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
何
よ
り
、
新
た
な
取
り
組
み
は
必
ず
反

対
さ
れ
ま
す
。
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
し
に
は
、
長

期
間
続
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

人
材
が
変
わ
れ
ば
、
地
域
が
変
わ
る
。
事
業
と
し
て
成

立
さ
せ
る
思
考
に
シ
フ
ト
す
れ
ば
、
地
域
形
成
に
お
い
て

国
や
自
治
体
の
予
算
頼
み
で
は
な
く
、
民
間
資
金
も
効
果

的
に
活
用
で
き
ま
す
。
そ
し
て
今
ま
で
の
よ
う
に
使
っ
て

も
使
っ
て
も
赤
字
で
さ
ら
な
る
予
算
が
必
要
と
い
う
蟻あ

り

地

獄
か
ら
脱
し
て
、
稼
ぎ
が
で
き
、
利
益
が
あ
が
り
、
税
収

も
あ
が
る
と
い
う
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
作
り
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
人
口
減
少
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
稼
ぐ
エ
リ

ア
は
最
低
限
の
人
た
ち
の
生
活
を
担
保
で
き
、
十
分
に
生

き
残
っ
て
い
け
る
の
で
す
。

私
は
高
校
１
年
の
時
か
ら
約
２７
年
間
、
全
国
の
地
方
再

生
の
現
場
を
見
て
き
て
い
ま
す
。
失
敗
し
て
い
る
地
域
と

成
功
し
て
い
る
地
域
の
差
は
明
確
で
す
。
そ
れ
は「
人
材
」

で
あ
り
、「
チ
ー
ム
」
で
す
。
ど
ん
な
困
難
な
地
域
で
も

良
い
人
材
が
い
て
そ
の
チ
ー
ム
が
取
り
組
め
ば
、
打
開
策

は
見
つ
か
り
ま
す
。
一
方
で
、
ど
ん
な
に
予
算
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
人
材
が
い
な
い
、
チ
ー
ム
が
な
い
と
こ
ろ
は

ド
ブ
に
金
を
捨
て
て
終
わ
り
ま
す
。

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
育
む
た
め
の
答
え
は
、
人
材
育

成
に
あ
り
ま
す
。「
う
ち
に
は
い
な
い
」
と
嘆
く
の
で
は
な

く
、
人
材
を
つ
く
る
投
資
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

す
。
実
践
型
の
訓
練
を
通
じ
て
、
事
業
と
し
て
成
立
さ
せ

る
思
考
を
持
つ
人
材
を
育
て
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
、
全

国
の
地
域
で
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

都
市
経
営
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
、https://w

w
w
.ppp-ps.net/

方
議
会
か
ら
の
受
講
生
も
多
く
お
り
、
横
浜
市
議
会
か
ら

は
現
職
議
長
が
参
加
し
、
公
民
連
携
事
業
議
連
を
立
ち
上

げ
て
い
ま
す
。
補
助
金
な
し
で
成
立
す
る
計
画
に
補
助
金

を
入
れ
れ
ば
稼
ぐ
事
業
は
よ
り
強
化
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
が

本
来
の
地
方
支
援
に
な
る
税
金
の
活
用
で
あ
り
、
稼
ぐ
事

業
に
な
れ
ば
初
期
の
公
共
負
担
は
税
収
で
事
後
的
に
回
収

さ
れ
る
た
め
、
投
資
的
意
味
合
い
に
変
わ
り
ま
す
。

第
三
に
、
計
画
主
義
を
や
め
て
失
敗
か
ら
学
ぶ
文
化
で

す
。
事
業
は
必
ず
失
敗
し
ま
す
。
重
要
な
の
は
、
失
敗
を

恐
れ
ず
挑
戦
し
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
す
。
初
期
計
画

通
り
に
い
っ
た
事
業
は
一
つ
も
な
く
、
小
さ
な
失
敗
か
ら

学
び
、
計
画
の
見
直
し
を
連
続
的
に
行
っ
た
結
果
が
成
功

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

第
四
に
、
実
務
家
に
よ
る
指
導
で
す
。
ス
ク
ー
ル
の
講

師
陣
は
、
す
べ
て
実
務
家
で
す
。
税
金
を
使
っ
て
計
画
を

組
み
立
て
、
そ
の
と
お
り
に
や
る
だ
け
で
は
地
域
は
再
生

し
ま
せ
ん
。
自
ら
地
域
で
実
践
を
し
て
い
る
実
務
家
が
具

体
的
な
地
域
の
稼
ぐ
事
業
を
共
に
伴
走
し
て
立
ち
上
げ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
ス
ク
ー
ル
で
基
礎
を
学
び
、

多
様
な
ケ
ー
ス
を
半
年
以
上
か
け
て
学
び
、
最
低
限
の
共

通
言
語
が
形
成
さ
れ
な
い
と
、
実
務
家
の
言
っ
て
い
る
こ

と
が
「
わ
か
ら
な
い
」
の
で
す
。

第
五
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
す
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
受
講
生
が
、
互
い
に
学
び
合
い
、
励
ま
し
合
い
、

連
携
す
る
。同
窓
生
た
ち
は
全
国
で
苦
難
と
立
ち
向
か
い
、

ま
わ
り
か
ら
も
批
判
さ
れ
な
が
ら
も
奮
闘
し
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
そ
の
事
実
が
さ
ら
に
後
輩
た
ち
を
突
き
動
か
し

ま
す
。人

が
変
わ
れ
ば
地
域
が
変
わ
る

◆◆◆

5 2026・7月号 地域づくり 2026・7月号地域づくり 4

特 集



特 集

地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み

株
式
会
社 

フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

（
青
森
県
八
戸
市
）

２０
カ
国
以
上
の
取
引
実
績

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
１
９

９
４
年
に
八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部
を
中
心
と
し
て
設
立

さ
れ
た
、
八
戸
発
の
地
域
密
着
型
貿
易
商
社
で
す
。
パ
ー

パ
ス
は
「
八
戸
か
ら
日
本
全
国
・
世
界
の
共
存
共
栄
に
貢

献
す
る
」
こ
と
で
す
。
輸
出
・
輸
入
・
国
内
取
引
を
通
じ

て
人
と
地
域
、
企
業
と
市
場
を
つ
な
ぎ
、
互
い
に
豊
か
さ

を
生
み
出
す
関
係
を
築
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。拠

点
は
八
戸
に
あ
り
な
が
ら
、
取
引
先
は
北
海
道
か
ら

九
州
ま
で
全
国
に
広
が
り
、
海
外
と
の
取
引
実
績
も
２０
カ

国
以
上
に
及
び
ま
す
。
現
在
は
、
冷
凍
水
産
物
、
り
ん
ご
、

長
芋
な
ど
の
輸
出
を
主
力
と
し
つ
つ
、
建
築
用
木
材
、
玉

ね
ぎ
、
ワ
イ
ン
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
な
ど
の
輸
入
に
も
取

り
組
み
、
国
内
取
引
に
も
事
業
領
域
を
広
げ
て
い
ま
す
。

八
戸
に
い
な
が
ら
日
本
全
国
、
さ
ら
に
は
世
界
の
人
々
や

海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
可

能
性
を
事
業
と
し
て
形
に
し
て
き
た
こ
と
が
、
当
社
の
歩

◆◆◆

み
そ
の
も
の
で
す
。

地
域
と
市
場
を
つ
な
ぐ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

当
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
取
引
を
通
し
て
地
方
と
日

本
全
国
、
地
方
と
世
界
を
つ
な
ぐ
」
こ
と
で
す
。
地
域
産

品
の
価
値
を
国
内
外
の
市
場
で
最
大
限
に
生
か
し
、
単
発

の
売
買
に
終
わ
ら
せ
る
の
で

は
な
く
、
継
続
的
な
売
り
上

げ
に
つ
な
が
る
仕
組
み
へ
育

て
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
て

い
ま
す
。

輸
出
で
は
青
森
県
の
強
み

で
あ
る
り
ん
ご
や
長
芋
、
冷

凍
水
産
物
を
中
心
に
販
路
を

広
げ
、
輸
入
で
は
地
域
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
建
築
資
材
や
食

品
な
ど
を
取
り
扱
う
こ
と

で
、
収
益
源
の
複
線
化
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県

◆◆◆

内
で
調
達
が
難
し
い
商
材
に
つ
い
て
も
国
外
を
含
め
て
柔

軟
に
調
達
し
、
取
引
先
の
要
望
に
で
き
る
限
り
応
え
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
対
応
力
は
、
売
り
上

げ
機
会
の
拡
大
だ
け
で
な
く
、
顧
客
と
の
信
頼
関
係
の
強

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域
経
済
を
外
へ
開
き
、

価
値
あ
る
商
流
へ
と
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
商
社
と

し
て
の
大
切
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
攻
め
」
と
「
守
り
」
で
持
続
的
成
長
へ

当
社
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
は
、「
国
内
外
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
共
に
持
続
的
に
成
長
で
き
る
企
業
」
で
あ
る
こ
と
で

す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
重
視
し
て
い
る
の
が
、「
攻
め
」

と
「
守
り
」
を
両
立
す
る
経
営
で
す
。

攻
め
の
面
で
は
、
新
た
な
海
外
販
路
を
自
ら
切
り
拓ひ

ら

く

こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
、
候
補
企
業
を
独
自
に
調
査
し
な

が
ら
一
社
一
社
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
取
引
先
を
開
拓

し
て
き
ま
し
た
。
県
や
市
、
ジ
ェ
ト
ロ
、
金
融
機
関
な
ど

◆◆◆

八
戸
か
ら
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ

―
地
域
密
着
型
貿
易
商
社
の
挑
戦
―

桜
庭　

雅
紀

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

常
務
取
締
役

八戸港多目的国際物流ターミナル

モルドバ共和国から輸入しているワイン　
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の
支
援
も
活
用
し
つ
つ
、
相
手
国
の
市
場
性
や
商
習
慣
を

見
極
め
、
着
実
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
ま
す
。

一
方
、
守
り
の
面
で
は
、
輸
出
先
や
取
扱
品
目
が
特
定

の
国
や
商
品
に
偏
ら
な
い
よ
う
意
識
し
、
リ
ス
ク
分
散
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
冷
凍
水
産
物
の
輸
出
で

は
、
中
国
依
存
を
避
け
る
た
め
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
新
た
な
市

場
を
開
拓
し
、
輸
出
先
の
多
角
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

短
期
的
な
利
益
だ
け
を
追
う
の
で
は
な
く
、
Ｗ
ｉ
ｎ- 

Ｗ
ｉ
ｎ
（
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
）
の
長
期
的
関
係
を
築
く
こ

と
が
、
持
続
的
成
長
の
土
台
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

商
品
と
人
材
へ
の
投
資
が
未
来
を
つ
く
る

次
世
代
へ
の
投
資
も
、
当
社
に
と
っ
て
重
要
な
テ
ー
マ

で
す
。
第
１
に
、
商
品
へ
の
投
資
と
し
て
、
高
付
加
価
値

商
品
や
自
社
企
画
商
品
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆◆◆

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
１
ｓ
ｔ　
ｓ
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

で
は
青
森
県
産
ご
ぼ
う
茶
な
ど
地
域
素
材
の
魅
力
を
生
か

し
た
商
品
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
既
存
商
材
を
流
通
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
将
来
の
市
場
を
見
据
え
た
商
品
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
は
、
次
世
代
の
収
益
基
盤
づ
く
り
に
直
結

し
ま
す
。

第
２
に
、
人
材
へ
の
投
資
で
す
。
地
元
青
森
に
い
な
が

ら
海
外
企
業
と
仕
事
が
で
き
、
若
手
で
あ
っ
て
も
裁
量
の

あ
る
業
務
に
挑
戦
で
き
る
こ
と
は
、
当
社
な
ら
で
は
の
魅

力
で
す
。
地
方
に
い
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
実
務
経
験
を

積
め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
当
社
の
成
長
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
お
け
る
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
の
育
成
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
商
社
の
強
み
を
磨
き
次
の
成
長
へ

当
社
の
強
み
は
、
地
域
に
根
差
し
た
小
回
り
の
利
く
営

業
力
に
加
え
、
輸
出
・
輸
入
・
国
内
取
引
を
組
み
合
わ
せ

た
柔
軟
な
事
業
展
開
力
と
、
国
際
取
引
に
必
要
な
制
度
・

実
務
へ
の
対
応
力
を
併
せ
持
つ
点
に
あ
り
ま
す
。
取
引
条

件
や
相
手
国
の
制
度
に
応
じ
て
、
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ

Ａ
）
や
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
活
用
に
必
要
な
対

応
を
行
う
な
ど
、
取
引
先
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

取
引
構
築
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
八
戸
地
域
の

国
際
化
の
歩
み
が
あ
り
ま
す
。
１

９
９
３
年
の
八
戸
市
と
米
国
フ
ェ

デ
ラ
ル
ウ
ェ
イ
市
と
の
姉
妹
都
市

提
携
、
１
９
９
４
年
の
八
戸
港
に

お
け
る
東
北
初
の
国
際
コ
ン
テ
ナ

定
期
航
路
の
開
設
を
契
機
に
、
地

◆◆◆

域
で
は
国
際
交
流
を
実
際
の
商
流
へ
と
つ
な
げ
よ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は
地
元
に
十
分
な
商
社

機
能
が
な
く
、
地
域
産
品
の
輸
出
も
首
都
圏
の
商
社
に
依

存
す
る
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
社
は
地
域
の
産
品
を
自

ら
の
手
で
国
内
外
へ
届
け
、
地
元
企
業
が
海
外
取
引
に
挑

戦
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
の
課
題
は
大
き
く
２
点
あ
り
ま
す
。
第
１
に
輸
出

先
の
さ
ら
な
る
拡
大
で
す
。
商
材
に
よ
っ
て
は
な
お
輸
出

先
の
偏
り
が
見
ら
れ
る
た
め
、
売
り
上
げ
拡
大
と
リ
ス
ク

分
散
の
両
面
か
ら
輸
出
先
の
多
角
化
を
一
層
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
第
２
に
高
付
加
価
値
化
の
推
進
で
す
。
冷

凍
水
産
物
や
青
果
物
な
ど
１
次
産
品
を
多
く
扱
う
当
社

は
、
市
況
や
天
候
、
漁
獲
状
況
、
国
際
情
勢
の
影
響
を
受

け
や
す
い
事
業
構
造
に
あ
り
ま
す
。
持
続
的
な
成
長
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
素
材
を
生
か
し
た
自
社
ブ
ラ
ン

ド
商
品
の
展
開
や
差
別
化
商
品
の
育
成
を
進
め
、
価
格
競

争
に
左
右
さ
れ
に
く
い
収
益
基
盤
を
強
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
当
社
は
、
八
戸
に
根
差
し
た
地
域
商
社
と

し
て
、
地
域
資
源
を
国
内
外
へ
つ
な
ぎ
、
地
域
と
と
も
に

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
輸
出
入
・
国
内
取

引
・
自
社
企
画
商
品
の
育
成
・
次
世
代
へ
の
投
資
を
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
、
地
域
に
と
っ
て
頼
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
り
続
け
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に

持
続
的
に
成
長
で
き
る
企
業
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。八

戸
か
ら
日
本
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ
。
共
存
共
栄
の

実
現
に
向
け
、
変
化
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
な
が

ら
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。

米国のスーパーで販売される青森県産長芋

オリジナルブランドの
青森県産ごぼう茶
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地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み

株
式
会
社

茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

（
茨
城
県
水
戸
市
）

バ
ス
ケ
事
業
だ
け
で
な
い
ク
ラ
ブ

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ
・
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
（
Ｂ
リ

ー
グ
）
Ｂ
１
に
所
属
す
る
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
は
、
今
年
で
創

業
１１
年
目
を
迎
え
た
ク
ラ
ブ
で
す
。
も
と
も
と
は
つ
く
ば

市
に
本
拠
を
置
い
て
い
た
チ
ー
ム
が
経
営
破
綻
し
、
新
会

社
と
し
て
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、
再
生
を
図
る
た
め
水
戸
市

へ
移
転
し
ま
し
た
。
そ
の
後
Ｂ
２
、
Ｂ
１
へ
と
昇
格
し
、

今
秋
に
新
設
さ
れ
る
「
Ｂ
・
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ　

Ｐ
Ｒ
Ｅ�

Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
（
Ｂ
プ
レ
ミ
ア
）」
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
獲
得
す

る
な
ど
、
歩
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
は
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
事
業

だ
け
で
は
な
い
ク
ラ
ブ
で
あ
る
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
メ
デ
ィ
ア
、
都
市

開
発
等
か
ら
、
夢
・
誇
り
・
活
力
を
生
み
出
し
、
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
を
中
心
と
す
る
多
様
な
事
業
を
通
じ
て
、
地
方
創

生
の
魁

さ
き
が
けモ
デ
ル
を
つ
く
る
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
い
ま

す
。バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
軸
に
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
生
み

◆◆◆

出
す
一
体
感
や
感
情
共
有
の
力
を
源
泉
と
し
て
、「
子
ど

も
た
ち
の
記
憶
に
残
る
故
郷
」
を
つ
く
る
。
そ
の
た
め
の

事
業
を
自
ら
創
出
し
て
い
く
ク
ラ
ブ
で
あ
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

不
便
さ
を
価
値
へ
と
転
換

私
た
ち
の
目
標
は
「
水
戸
の
ま
ち
な
か
の
風
景
を
変
え

る
」
こ
と
で
す
。
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
い
う
課
題
に
、

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

本
拠
地
で
あ
る
「
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ
」
は

約
５
０
０
０
人
収
容
と
大
き
な
規
模
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
街
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
」
と
い
う
立
地
が
強
み
で

す
。
ア
リ
ー
ナ
の
熱
狂
や
に
ぎ
わ
い
を
街
へ
広
げ
る
こ
と

で
、
市
街
地
の
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。「

駐
車
場
が
足
り
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
私
た
ち
は
こ
の
不
便
さ
を
前
向
き
に
捉
え
て
い

ま
す
。
来
場
者
が
中
心
市
街
地
に
車
を
止
め
て
歩
く
こ
と

で
、
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
飲
食
や
回
遊
に
つ
な
が
り
ま

◆◆◆

す
。
水
戸
市
や
Ｂ
リ
ー
グ
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
と
連
携
し
、

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
や
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
、
回
遊

施
策
と
し
て
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「
水
戸
ま
ち
な
か
ク
エ
ス

ト
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
不
便
さ
を
価

値
へ
と
転
換
し
、
課
題
を
機
会
に
変
え
る
発
想
で
す
。

水
戸
ど
真
ん
中
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

私
た
ち
は
、「
チ
ー
ム
が
強
け
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
」
と

い
う
ク
ラ
ブ
に
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
街
を
変
え
る
担

い
手
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
源
流
に
あ
る

の
が
、
約
１０
年
前
に
立
ち
上
げ
た
「
水
戸
ど
真
ん
中
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

水
戸
で
は
都
市
の
核
が
弱
ま
り
、
街
の
魅
力
や
誇
り
が

薄
れ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身
も
学
生
時
代
、
水
戸
出
身
と

言
え
ず
「
関
東
」
と
答
え
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
状
況
を
変
え
る
た
め
、
当
ク
ラ
ブ
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る

堀
義
人
（
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
学
長
）
が
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
行
政
や
民
間
の
関
係
者
が

◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
「
水
戸
の
風
景
」
を
変
え
る

―
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
が
挑
む
地
方
創
生
―

川
﨑　

篤
之

株
式
会
社
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト 

代
表
取
締
役
社
長

熱狂するアリーナ
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集
い
、
立
場
を
超
え
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
次
の
３
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

①
ア
イ
コ
ン
を
育
て
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
番
目
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
茨
城

ロ
ボ
ッ
ツ
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
「
喜
怒
哀
楽
を
共
有

す
る
力
」
を
街
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と
変
え
る
象
徴
と
し

て
、
水
戸
の
地
で
歩
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
強
く
て
憧
れ
ら
れ
る
チ
ー
ム
、
熱
狂
と
ワ
ク
ワ
ク
の
詰

ま
っ
た
ア
リ
ー
ナ
を
こ
の
あ
と
も
追
求
し
続
け
る
こ
と
は

ク
ラ
ブ
の
「
絶
対
条
件
」
で
す
。

②
リ
ー
ダ
ー
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
育
て
る

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
人
材
を
育
て
る
た
め
、
グ
ロ
ー

ビ
ス
経
営
大
学
院
の
地
方
キ
ャ
ン
パ
ス
を
水
戸
の
ど
真
ん

中
に
開
設
。
地
方
に
お
け
る
教
育
格
差
を
な
く
し
、
学
び

と
刺
激
の
場
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

③
ま
ち
な
か
に
「
場
」
を
育
て
る

人
が
集
い
、
活
動
で
き
る
拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
中
心
市
街
地
の
大
型
店
跡
地
を
活
用
し
た
「
Ｍ-

Ｓ
Ｐ
Ｏ
」
や
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
飲
食
・
宿
泊
施

設
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
多
様
な
拠
点
を
生

み
出
し
て
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
街
づ
く
り
に
生
か
す

現
在
は
Ｂ
リ
ー
グ
と
日
本
財
団
か
ら
の
助
成
も
受
け
な

が
ら
、
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い
ま
す
。
重
要
な
の

は
、
街
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
増
や
す
こ
と
と
し
て
、「
ロ
ボ

ッ
ツ
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
を
通
じ
て
街
の
活
性
化
に
つ
い

て
考
え
、
議
論
し
、
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
お
こ
な
う

と
い
っ
た
若
い
世
代
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
試
合
観
戦
に
訪
れ
る
フ
ァ
ン
に
街
を
回
遊
し
て

も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。
選
手
や
、
街

で
事
業
を
営
む
方
の
音
声
で
街
を
案
内
す
る
ア
プ
リ
を
活

◆◆◆

用
し
た
「
水
戸
ま
ち
な
か
ク
エ
ス
ト
」
や
、
水
戸
市
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
「
み
と
ち
ゃ
り
」
を
活
用
し
、
ま
ち
な
か
の

体
験
価
値
の
向
上
と
事
業
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
次
の
三
つ
の
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

・�

束
ね
る
力
＝
人
々
の
想お

も

い
を
一
つ
に
し
、
愛
着
を
生
む

力
・�

つ
な
ぐ
力
＝
地
域
内
外
や
世
代
を
超
え
て
関
係
性
を
結

ぶ
力

・
突
破
す
る
力
＝
公
共
性
を
帯
び
た
存
在
と
し
て
、
取
り

組
み
を
前
に
進
め
る
力

私
た
ち
は
こ
れ
ら
を
街
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。

子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
残
る
故
郷
へ

地
方
創
生
の
核
心
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
記
憶
」
に
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
か
つ
て
街
に
出
か
け
る

こ
と
は
特
別
な
体
験
で
し
た
が
、
今
は
「
街
で
遊
ん
だ
記

憶
が
な
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
そ
れ
を
変
え
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。�

「
ロ
ボ
ッ
ツ
が
あ
る
か
ら
街
へ
行
き
た
い
」「
家
族
と
街
で

過
ご
し
た
時
間
が
楽
し
か
っ
た
」
―
―
そ
う
し
た
水
戸
の

街
で
の
体
験
の
積
み
重
ね
が
、
将
来
の
担
い
手
を
育
て
ま

す
。私

た
ち
の
挑
戦
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
産
官

学
民
を
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
多
く
の
人

と
夢
を
共
有
し
な
が
ら
、
不
足
す
る
部
分
は
地
域
の
力
を

借
り
て
補
い
、「
借
り
物
共
創
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
先
に
、
新
し
い
「
水
戸
の
風
景
」
が
生
ま
れ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

産官学民のロボッツまちづくりメンバー

ロボッツ仕様の「みとちゃり」

街なかでのパブリックビューイングイベント
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地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み

沿
線
ま
る
ご
と
株
式
会
社

（
東
京
都
奥
多
摩
町
）

課
題
を
資
源
に
転
換

過
疎
化
と
人
口
減
少
の
波
は
全
国
の
鉄
道
沿
線
に
押
し

寄
せ
、
首
都
・
東
京
を
走
る
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
も
例
外
で
は
な

い
。
青
梅
駅
か
ら
奥
多
摩
駅
ま
で
の
区
間
で
は
、
１３
駅
中

１１
駅
が
無
人
駅
と
な
っ
て
お
り
、
夏
や
週
末
に
特
定
ス
ポ

ッ
ト
へ
来
訪
が
集
中
す
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

「
点
」、
利
用
者
が
減
り
続
け
る
鉄
道
と
い
う
「
線
」、
過

疎
化
が
進
む
沿
線
地
域
と
い
う
「
面
」
が
、
同
時
に
進
行

す
る
３
層
の
課
題
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。

そ
こ
で
２
０
２
１
年
１２
月
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
と
地
方
創
生
事
業
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
株
式
会
社
さ
と
ゆ
め
が
共
同
出
資
し
、
沿
線
ま
る
ご

と
株
式
会
社
を
設
立
。
同
社
に
て
、
こ
の
３
層
に
同
時
に

働
き
か
け
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
「
沿
線
ま
る
ご
と
ホ

テ
ル
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

特
徴
は
、
沿
線
地
域
全
体
を
一
つ
の
ホ
テ
ル
に
見
立
て

る
発
想
に
あ
る
。
無
人
駅
の
駅
舎
を
フ
ロ
ン
ト
に
、
空
き

家
を
客
室
に
改
修
し
、
地
域
住
民
が
キ
ャ
ス
ト
と
な
っ
て

◆◆◆

接
客
や
運
営
を
担
う
。
観
光
地
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

地
域
に
元
か
ら
あ
る
営
み
と
暮
ら
し
の
中
に
旅
人
が
自
然

に
入
り
込
む
関
係
を
つ
く
る
。
そ
の
こ
と
で
、
関
係
人
口

の
創
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
に
継
続
的
な
収
益
と
「
稼

ぐ
力
」
を
実
装
す
る
挑
戦
で
あ
る
。

奥
多
摩
を
五
感
で
味
わ
う
「
さ
と
ロ
ー
グ
」

中
核
施
設
と
し
て
、
古
里
駅
と
鳩
ノ
巣
駅
の
間
に
誕
生

し
た
の
が
「
Ｓ
ａ
ｔ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
（
さ
と
ロ
ー
グ
）」

で
あ
る
。
２
０
２
４
年
５
月
に
レ
ス
ト
ラ
ン
「
時
帰
路

（
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
）」
と
、
薪ま

き

サ
ウ
ナ
「
風
木
水
（
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

Ｓ
Ｕ
Ｉ
）」
が
先
行
オ
ー
プ
ン
し
、
２
０
２
５
年
５
月
に

は
宿
泊
棟
（
４
室
）
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。

設
計
は
移
動
式
ホ
テ
ル
「
ガ
ン
ツ
ウ
」
な
ど
を
手
掛
け

た
建
築
家
・
堀
部
安
嗣
氏
が
担
当
し
、
古
民
家
や
倉
庫
の

骨
格
を
活い

か
し
た
空
間
が
広
が
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

フ
レ
ン
チ
を
ベ
ー
ス
に
地
域
の
風
土
や
文
化
を
料
理
で
表

現
す
る
「
沿
線
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
」
を
提
供
し
て
い
る
。

自
家
農
園
の
野
菜
、
清
流
で
育
っ
た
ワ
サ
ビ
や
川
魚
に
加

◆◆◆

え
、
産
卵
後
の
ヤ
マ
メ
や
規
格
外
の
治
助
芋
な
ど
、
こ
れ

ま
で
市
場
に
出
回
ら
な
か
っ
た
食
材
に
も
新
た
な
価
値
を

見
い
だ
し
、
提
供
し
て
い
る
。

林
業
で
栄
え
た
歴
史
を
継
承
す
る
薪
サ
ウ
ナ
は
、
地
元

の
間
伐
材
で
焚た

か
れ
、
川
の
水
を
引
い
た
水
風
呂
と
木
々

に
囲
ま
れ
た
外
気
浴
で
、
奥
多
摩
の
自
然
と
全
身
で
つ
な

が
る
体
験
を
生
み
出
し
て
い
る
。
庭
の
養
魚
場
跡
の
生
け

簀す

は
ワ
サ
ビ
田
や
ビ
オ
ト
ー
プ
へ
と
再
生
さ
れ
た
。
土
地

の
歴
史
と
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
高
付
加
価
値
な
滞
在
は
、

連
日
多
く
の
予
約
を
集
め
、
地
域
へ
の
「
外
貨
」
獲
得
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
と
雇
用
創
出

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
に
は
、

地
域
住
民
や
地
元
事
業
者
と
の
協
働
が
欠
か
せ
な
い
。
本

◆◆◆

無
人
駅
か
ら
始
ま
る
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

―「
沿
線
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
」
が
育
む
地
域
の
稼
ぐ
力
―

田
治
米　

伸
康

株
式
会
社
さ
と
ゆ
め　

事
業
運
営
本
部
本
部
長 

沿
線
ま
る
ご
と
株
式
会
社　

取
締
役
兼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

沿線まるごとホテルプロジェクトの中核施設である
「Satologue」（さとローグ）

photo by Kazuhiko Hakamadaphoto by Kazuhiko Hakamada
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
付
加
価

値
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。

鳩
ノ
巣
駅
に
降
り
立
っ
た
宿
泊
客
を
出
迎
え
（
無
人
駅

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
）、
宿
ま
で
案
内
す
る
の
も
地
元
住
民
で
あ

る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
青
梅
線
沿
線
の
自
治
体
、
地
域
事

業
者
・
協
業
団
体
数
十
社
、
地
域
住
民
数
十
名
と
協
働
し
、

沿
線
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
の
世
界
観
を
共
創
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
多
層
的
な
協
働
体
制
が
、
地
域
全
体
に
雇
用
と
経

済
の
循
環
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
奥
多
摩

わ
さ
び
を
栽
培
す
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｉ　

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
と
の
収
穫
体
験
ツ
ア
ー
、
清
掃
プ

ロ
集
団
「
Ｏ
Ｐ
Ｔ
」
と
の
景
観
保
全
活
動
な
ど
、
地
域
事

業
者
が
「
沿
線
ま
る
ご
と
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
。
前
出
の
駅
か
ら
の
案
内

業
務
を
担
当
す
る
地
元
住
民
に
加
え
、
開
業
を
機
に
都
内

か
ら
若
手
シ
ェ
フ
や
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
移
住
し
、
雇
用

創
出
と
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。

移
動
自
体
を
体
験
価
値
に
変
え
る

魅
力
的
な
地
域
資
源
を
回
遊
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

駅
か
ら
目
的
地
ま
で
の
二
次
交
通
の
課
題
を
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
２
０
２
２
年
６
月
、
無
人
駅
で
あ
っ
た

鳩
ノ
巣
駅
の
駅
舎
を
改
修
し
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

拠
点
「
沿
線
ま
る
ご
と
ラ
ボ
」
を
開
設
し
た
。
こ
こ
を
起

点
に
、
電
動
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
な

ど
を
活
用
し
た
「
沿
線
ま
る
ご
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
を
展
開
し
て
い
る
。
多
摩
川
の
渓
谷
や
ワ
サ
ビ
田
、

歴
史
あ
る
神
社
な
ど
を
、
風
を
感
じ
な
が
ら
巡
る
う
ち

に
、
単
な
る
移
動
だ
っ
た
時
間
が
奥
多
摩
の
自
然
の
匂
い

や
風
景
を
直
接
楽
し
む
「
体
験
価
値
」
へ
と
変
わ
る
。

青
梅
線
に
乗
っ
て
鳩
ノ
巣
駅
に
着
い
た
宿
泊
客
に
は
、

周
辺
店
舗
で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
付
き
「
沿
線
ま
る
ご
と
パ

◆◆◆

ス
ポ
ー
ト
」
を
配
布
し
、
飲
食
店
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
施

設
へ
自
由
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
特
定
の
施
設

に
利
益
を
囲
い
込
ま
ず
、
地
域
全
体
へ
の
経
済
波
及
を
も

た
ら
す
仕
組
み
が
機
能
し
て
い
る
。

横
展
開
で
地
方
創
生
の
ジ
ャ
パ
ン
モ
デ
ル
へ

青
梅
線
エ
リ
ア
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
他
の
ロ
ー
カ

ル
線
へ
と
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
千
葉
県
を
走
る
Ｊ
Ｒ
久
留

里
線
の
久
留
里
駅
〜
上
総
亀
山
駅
間
は
、
利
用
者
の
減
少

に
よ
り
新
た
な
交
通
体
系
へ
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
す
る
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
区
間
だ
が
、
２
０
２
５
年
１１
、
１２
月
に
、

沿
線
の
魅
力
を
凝
縮
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
「
久
留
里
線

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
ｓ　

Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｙ
」
を
開
催
し

た
。
１
０
０
年
続
く
地
域
の
営
み
を
感
じ
る
宿
泊
ツ
ア
ー

や
日
帰
り
ツ
ア
ー
を
通
じ
、
観
光
資
源
に
光
を
当
て
、
新

た
な
情
報
発
信
を
進
め
て
い
る
。
長
野
県
の
Ｊ
Ｒ
小
海
線

で
も
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

し
た
ば
か
り
だ
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
全
国
３０
路

線
へ
の
展
開
を
視
野
に
入
れ
る
。
空
き
家
や
無
人
駅
と
い

っ
た
既
存
資
産
を
最
大
限
に
活
か
し
、
深
く
地
域
に
共
感

す
る
旅
人
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、
地
域
に
確
実
な
収
益
と

関
係
を
生
み
出
す
モ
デ
ル
を
築
い
た
。
私
た
ち
が
大
切
に

し
て
い
る
の
は
、
旅
を
「
素
敵
だ
っ
た
」
で
終
わ
ら
せ
ず
、

地
域
と
の
関
係
を
持
ち
続
け
る
入
り
口
に
変
え
る
こ
と

だ
。自

治
体
・
鉄
道
会
社
・
地
域
住
民
の
三
者
の
「
や
り
た

い
」
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
こ
の
挑
戦
は
、
地
域

の
「
稼
ぐ
力
」
を
育
む
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
の
ジ
ャ
パ

ン
モ
デ
ル
と
な
る
だ
ろ
う
。

◆◆◆

移動自体を体験価値に変えるモビリティツーリズム

地域の食材を使った「沿線ガストロノミー」を提供する
「Satologue」のレストラン「時帰路（TOKIRO）」

photo by Daisuke Takashigephoto by Daisuke Takashige

photo by Kazuhiko Hakamadaphoto by Kazuhiko Hakamada

地元住民が宿泊客を出迎える「無人駅チェックイン」

photo by Daisuke Takashigephoto by Daisuke Takashige
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地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み

Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
株
式
会
社

（
山
梨
県
甲
府
市
）

新
た
な
流
通
へ
の
確
信

山
梨
県
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、
見
渡
す
限
り

の
果
樹
園
は
幼
い
頃
か
ら
の
日
常
で
あ
り
、
誇
り
で
し

た
。
し
か
し
、
大
人
に
な
り
「
地
域
」
と
い
う
視
点
を
持

っ
た
と
き
、
そ
の
美
し
い
景
色
の
中
に
潜
む
大
き
な
課
題

に
直
面
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ど
れ
だ
け
愛
情
を
込
め
て

育
て
て
も
、
形
が
少
し
不
ぞ
ろ
い
だ
っ
た
り
、
色
が
基
準

に
満
た
な
か
っ
た
り
す
る
だ
け
で
「
規
格
外
」
と
し
て
は

じ
か
れ
て
し
ま
う
農
作
物
の
存
在
で
す
。

農
家
さ
ん
た
ち
は
、
毎
日
い
き
い
き
と
、
そ
し
て
一
生

懸
命
に
土
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。「
最
高
の
も
の
を
つ

く
り
た
い
！
」
と
い
う
情
熱
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
育
て

た
作
物
が
、
市
場
の
規
格
に
合
わ
な
い
と
い
う
理
由
だ
け

で
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ほ
ど
も
っ
た
い
な
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
た
ち
Ｋケ

イ

プ

Ｅ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
は
、
ま
ず
「
ｎ
ｏ
ｕ
ｔ
ｏ

（
農
と
）」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
ふ
る
さ
と
納

税
・
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
通
じ
た
果
物
の
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト

◆◆◆

し
ま
し
た
。
市
場
に
出
回
ら
な
い
規
格
外
の
桃
や
ブ
ド
ウ

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
全
国
へ
届
け
た
の
で
す
。

す
る
と
「
味
は
変
わ
ら
な
い
な
ら
、
ぜ
ひ
応
援
し
た
い
」

「
山
梨
の
フ
ル
ー
ツ
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
め
て
う
れ
し
い
」

と
い
っ
た
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
反
響
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
、
単
な
る
廃
棄
ロ
ス
削
減
を
超
え

た
、
新
し
い
流
通
の
可
能
性
を
確
信
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

工
場
直
売
所
を
設
立

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
の
手
応
え
を
感
じ
る
一
方
で
、
農
家
さ

ん
を
訪
ね
歩
く
中
で
見
え
て
き
た
の
は
、
よ
り
深
刻
な
現

場
の
課
題
で
し
た
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
そ
し
て
後

継
者
不
足
。
山
梨
の
美
し
い
景
観
を
支
え
る
農
業
が
、
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
家
さ
ん
た
ち
は
日
々
の
重
労
働
に
追
わ
れ
、
規
格
外

品
を
加
工
し
た
り
、
新
し
い
販
路
を
自
ら
開
拓
し
た
り
す

る
余
裕
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
良
い
も
の

を
作
っ
て
も
、
出
口
（
販
路
）
が
見
え
な
け
れ
ば
、
次
世

◆◆◆

代
へ
の
継
承
も
難
し
く
な
り
ま
す
。「
農
家
さ
ん
が
安
心

し
て
『
お
い
し
い
作
物
づ
く
り
』
に
専
念
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
」。
そ
れ
こ
そ
が
、
私
た
ち
ｎ
ｏ
ｕ
ｔ
ｏ
が

果
た
す
べ
き
真
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

農
家
さ
ん
の
も
と
へ
自
ら
集
荷
に
伺
い
、
梱
包
の
手
間

を
省
け
る
仕
組
み
を
整
え
る
。
そ
し
て
、
形
に
関
係
な
く
、

す
べ
て
の
作
物
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
責
任
を
持
っ
て

「
使
い
切
る
」。
そ
の
た
め
に
は
、
生
食
販
売
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
で
加
工
し
、
そ
の
魅
力
を
直
接
伝
え
ら
れ
る

「
拠
点
」
が
必
要
不
可
欠
で
し
た
。
そ
う
し
て
２
０
２
５

年
５
月
、
私
た
ち
は
笛
吹
市
石
和
に
「
ｎ
ｏ
ｕ
ｔ
ｏ
工
場

直
売
所
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
の
で
す
。

根
幹
に
あ
る
「
障
が
い
者
就
労
支
援
」

私
た
ち
の
事
業
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
Ｋ
Ｅ

◆◆◆

課
題
を
可
能
性
に
変
え
る
規
格
外
フ
ル
ー
ツ

―
誰
も
が
輝
け
る
「
産
業
」
を
地
域
に
つ
く
る
―飯

室　

和
希

Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
株
式
会
社
執
行
役
員

2025年 5 月にオープンしたnouto工場直売所
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Ｉ
Ｐ
Ｅ
株
式
会
社
の
根
幹
で
あ
る
「
障
が
い
者
就
労
支
援

事
業
」
で
す
。
私
た
ち
は
「
障
が
い
が
あ
る
か
ら
」
と
い

う
理
由
で
、
働
く
選
択
肢
や
可
能
性
が
狭
め
ら
れ
て
し
ま

う
社
会
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
で
変
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
ｎ
ｏ
ｕ
ｔ
ｏ
事
業
も
、
そ
の
想お

も

い
か
ら
地
続
き
に

あ
り
ま
す
。
規
格
外
と
し
て
扱
わ
れ
る
農
作
物
を
「
地
域

の
宝
」
へ
と
変
え
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
、
一
人
ひ
と
り
の

個
性
を
生
か
し
、
適
切
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
可
能
性

を
最
大
化
さ
せ
る
障
が
い
者
支
援
の
在
り
方
と
全
く
同
じ

で
す
。

私
た
ち
は
、
障
が
い
を
持
つ
方
が
「
支
援
さ
れ
る
対
象
」

と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
「
産
業
の

担
い
手
」
と
し
て
当
た
り
前
に
活
躍
す
る
社
会
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
直
売
所
に
並
ぶ
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
ド
ラ
イ
フ
ル

ー
ツ
、
干
し
芋
。
こ
れ
ら
を
企
画
し
、
製
造
し
、
届
け
る

過
程
に
は
、
多
様
な
背
景
を
持
つ
仲
間
た
ち
が
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
対

等
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、
地
域
資
源
の
循
環

と
い
う
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で

す
。「

使
い
切
る
」
た
め
の
挑
戦
と
働
く
喜
び

ｎ
ｏ
ｕ
ｔ
ｏ
工
場
直
売
所
で
は
、
畑
で
生
ま
れ
た
資
源

を
余
す
こ
と
な
く
使
い
切
る
た
め
の
挑
戦
を
続
け
て
い
ま

す
。
国
産
サ
ツ
マ
イ
モ
を
熟
成
さ
せ
た
糖
度
６０
度
の
「
干

し
芋
」
や
、
特
別
な
製
法
を
用
い
た
砂
糖
不
使
用
の
「
ド

ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
」。
そ
し
て
、
農
家
さ
ん
の
想
い
を
ス
ト

ー
リ
ー
に
込
め
た
「
農の

ら良
ジ
ェ
ラ
シ
ー
」
と
い
う
ジ
ェ
ラ

ー
ト
な
ど
、
ど
れ
も
自
信
作
で
す
。

◆◆◆

こ
れ
ら
の
商
品
を
お
客
様
に
届
け
る
現
場
に
お
い
て
、

私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
が
大
切

に
し
て
い
る
「
働
く
こ
と
を
楽
し
む
」
と
い
う
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
で
す
。
自
分
た
ち
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
商
品

が
、
目
の
前
の
お
客
様
を
笑
顔
に
す
る
。
そ
の
瞬
間
を
直

接
味
わ
う
こ
と
は
、
働
く
こ
と
の
本
質
的
な
喜
び
で
あ

り
、
肩
書
や
背
景
を
超
え
た
「
プ
ロ
と
し
て
の
誇
り
」
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
自
分
が
こ
の
地
域
の
宝
を
つ
く

っ
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
自
負
を
持
ち
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち

が
生
き
生
き
と
製
造
・
販
売
に
取
り
組
む
姿
こ
そ
が
、
店

舗
の
何
よ
り
の
魅
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。　

大
人
の
働
く
姿
が
子
ど
も
た
ち
の
希
望
に

こ
の
工
場
直
売
所
は
、
店
舗
の
壁
が
ガ
ラ
ス
張
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
生
懸
命
に
働
く
大
人
の
姿
を
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
見

て
も
ら
い
た
い
か
ら
で

す
。農

家
さ
ん
が
丹
精
込
め

て
作
っ
た
果
物
が
、
多
様

な
個
性
を
生
か
し
て
働
く

人
々
の
手
に
よ
っ
て
素
敵

な
商
品
に
姿
を
変
え
、
お

客
様
の
笑
顔
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。
そ
の
「
働
く
姿
」

を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
が

「
将
来
、
あ
ん
な
ふ
う
に

働
き
た
い
な
」
と
希
望
を

持
て
る
場
所
。
そ
れ
こ
そ

が
、
私
た
ち
が
創
り
た
い

◆◆◆

地
域
の
姿
で
す
。

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
当
た
り
前
に
働
き
、
農

家
さ
ん
が
誇
り
を
持
っ
て
作
物
を
作
り
、
地
域
資
源
が
循

環
す
る
。
私
た
ち
は
こ
の
ｎ
ｏ
ｕ
ｔ
ｏ
工
場
直
売
所
を
単

な
る
お
店
で
は
な
く
、
地
域
の
未
来
を
照
ら
す
シ
ン
ボ
ル

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

訪
れ
る
人
が
笑
顔
に
な
り
、
働
く
人
が
輝
き
、
地
域
が

豊
か
に
な
る
。
そ
ん
な
温
か
い
循
環
を
、
こ
の
笛
吹
の
地

か
ら
全
国
へ
広
げ
て
い
く
た
め
に
。
私
た
ち
の
挑
戦
は
、

こ
こ
か
ら
ま
た
新
し
く
始
ま
り
ま
す
。

干し芋製造の様子

nouto工場直売所ではジェラート、干し芋、ドライフルーツを販売

農家さんの想いをストーリーに込めた
「農良ジェラシー」
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地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み

一
般
社
団
法
人

南
丹
市
美
山
観
光
街
づ
く
り
協
会

（
京
都
府
南
丹
市
）

か
や
ぶ
き
集
落
が
現
存

美
山
町
は
、
京
都
府
南
丹
市
に
属
し
、
北
は
福
井
県
、

東
は
滋
賀
県
に
接
す
る
広
大
な
面
積
を
持
ち
ま
す
。
ま

た
、
大
阪
・
神
戸
か
ら
２
時
間
以
内
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る

立
地
に
あ
り
な
が
ら
、
日
本
の
原
風
景
と
も
い
え
る
景
観

や
暮
ら
し
が
今
も
残
さ
れ
て
お
り
、
町
内
５７
集
落
の
一
つ

で
あ
る
北
集
落
に
は
３９
棟
の
か
や
ぶ
き
屋
根
が
現
存
し
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
手
つ
か
ず
の
天
然
林
が
残
る
芦
生
の
森
を
は
じ

め
と
す
る
豊
か
な
自
然
、
美
山
牛
乳
や
ジ
ビ
エ
、
平
飼
い

の
地
鶏
や
卵
と
い
っ
た
地
域
資
源
に
も
恵
ま
れ
、
自
然
、

文
化
、
暮
ら
し
、
食
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
と
し
て
、
国

内
外
か
ら
の
観
光
客
の
方
々
が
年
間
を
通
し
て
訪
れ
る
エ

リ
ア
で
も
あ
り
ま
す
。
２
０
２
１
年
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
伝
統
と
文
化
を
保
全
す
る
観
光
の
優
良
事
例
と

し
て
、
国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
ベ

ス
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
レ
ッ
ジ
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆◆◆

地
域
存
続
の
手
段
と
し
て
〝
観
光
〟
を

美
山
が
観
光
に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
１

９
７
０
年
代
か
ら
１
９
８
０
年
代
に
か
け
て
の
こ
と
で

す
。
背
景
に
は
、
中
心
産
業
だ
っ
た
林
業
の
低
迷
と
都
市

部
へ
の
人
口
流
出
に
よ
る
急
速
な
人
口
減
少
、
高
齢
化
が

あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
人
口
は
１
万
人
か
ら
６
０
０
０
人

台
へ
と
減
少
し
、
地
域
の
存
続
に
対
す
る
危
機
感
が
高
ま

る
中
、
１
９
７
０
年
代
半
ば
か
ら
村
お
こ
し
が
始
ま
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
美
山
が
見
い
だ
し
た
の
は
、
社
会
の
変
化
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
受
け
継
い
で
き
た
農
山

村
の
風
景
や
暮
ら
し
を
守
り
、
そ
の
価
値
を
生
か
す
ま
ち

づ
く
り
で
し
た
。
観
光
も
そ
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
単
な
る
集
客
で
は
な
く
、
自
然
・
文
化
的
資
源
の
保

全
と
活
用
を
目
指
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
と
展
開
し
て
い

き
ま
し
た
。
特
に
、
住
民
や
地
域
事
業
者
が
主
体
と
な
っ

て
協
議
会
を
つ
く
り
、
地
域
が
自
ら
考
え
、
地
域
ぐ
る
み

で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
が
、
今
の
美
山
の

◆◆◆

観
光
の
土
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
地
経
営
の
司
令
塔

こ
う
し
た
観
光
推
進
の
機
運
を
背
景
に
、
２
０
１
６
年

に
は
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、「
観

光
地
経
営
」
の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
か
じ

取
り
を
目
指
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
法
人
）

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
観
光
客
の
消
費
単
価
も
伸
び
悩
む

中
、
地
域
資
源
を
高
付
加
価
値
化
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
の

事
業
者
と
協
力
し
、
商
品
と
し
て
販
売
し
て
い
く
こ
と
の

で
き
る
調
整
役
が
必
要
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
美
山

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
地
域
の
事
業
者
と
観
光
客
を
つ
な
ぐ
中
間
支

援
組
織
、
ま
た
観
光
地
経
営
を
実
践
す
る
司
令
塔
と
し

て
、
地
域
事
業
者
と
共
に
観
光
地
経
営
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

収
益
を
高
水
準
で 

地
域
に
還
元
す
る
観
光
地
経
営

美
山
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
事
業
領
域
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、

地
域
資
源
を
商
品
と
し
て
販
売
し
て
い
く
た
め
、
旅
行
業

第
３
種
を
取
得
し
、
観
光
商
品
の
造
成
か
ら
販
売
ま
で
を

一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
資
源
の
発
掘
や
磨
き
上

げ
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
事
業
者
と
連
携
し
て
国
内
外
へ

販
売
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
稼
ぐ
力
を
支
え
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
現
在
の
美
山
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
売
り
上
げ
の
地
域

還
元
率
は
７０
～
８０
％
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
資
源
を
活
用

し
、
収
益
を
高
水
準
で
還
元
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
補
助
金
比
率
も
約
１６
％
に
と
ど
ま
り
、

高
い
自
主
財
源
比
率
を
維
持
し
な
が
ら
、
地
域
の
事
業
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
引
き
出
す
美
山
Ｄ
Ｍ
Ｏ

―
農
山
村
の
価
値
を
生
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
―

海
野　

智
咲

一
般
社
団
法
人
南
丹
市
美
山
観
光
街
づ
く
り
協
会　

 

総
務
企
画
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
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以
下
、
具
体
的
な
事
業
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

①
着
地
型
旅
行
商
品
の
造
成

当
協
会
で
は
観
光
動
向
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
・
分

析
し
、
そ
の
結
果
を
地
域
事
業
者
や
住
民
と
共
有
し
な
が

ら
、
地
域
主
導
の
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
・
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
街
頭
調
査
や
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
解
析
等
を
通
じ
て
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
、
地
域
の
自
然
や
文
化
、
暮

ら
し
を
高
付
加
価
値
化
し
た
観
光
商
品
を
造
成
し
て
い
ま

す
。
造
成
し
た
商
品
は
公
式
サ
イ
ト
や
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ

イ
ン
旅
行
会
社
）
で
販
売
し
、
実
施
後
も
参
加
者
の
声
を

分
析
し
て
改
善
や
新
た
な
商
品
開
発
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

②
海
外
の
学
生
を
農
村
に
受
け
入
れ
る
教
育
民
泊

美
山
町
で
は
２
０
１
５
年
か
ら
海
外
の
学
生
を
対
象
と

し
た
農
山
村
教
育
民
泊
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
２
０
２
５

年
度
は
台
湾
や
豪
州
な
ど
世
界
各
国
か
ら
２４
校
の
学
校
の

教
育
民
泊
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
滞
在
中
、
学
生
た
ち
は

受
け
入
れ
家
庭
と
と
も
に
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
、
地
域

事
業
者
が
提
供
す
る
多
様
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
美
山

の
自
然
や
文
化
を
学
び
ま
す
。
こ
れ
ら
は
美
山
の
魅
力
を

深
く
知
っ
て
も
ら
い
、
将
来
的
な
再
来
訪
に
つ
な
が
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
内
で
の
収
入
創
出
や
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
需

要
の
底
上
げ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
受
け

入
れ
を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
台
湾
や
豪
州
で
の
現
地
営

業
や
、
商
談
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

③
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

ま
た
、
美
山
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
Ｃ
Ｒ
Ｍ
（
顧
客
情
報
管
理
）

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
顧
客
管
理
と
再
来
訪
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
従
来
、
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
経
由
で
の
予
約
の
他
、
メ
ー
ル
や
電
話
な
ど
複
数

経
路
で
顧
客
情
報
が
点
在
し
、
顧
客
情
報
の
管
理
や
、
利

用
者
属
性
や
来
訪
履
歴
を
生
か
し
た
情
報
発
信
が
十
分

で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
Ｃ
Ｒ
Ｍ
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
顧
客
情
報
や

取
引
情
報
を
一
元
管
理
す
る
仕
組
み
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
参
加
履
歴
に
応
じ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
メ

ー
ル
の
配
信
が
可
能
と
な
り
、
再
来
訪
を
促
す
Ｐ
Ｒ
に
も

つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
域
の
事

業
者
が
来
訪
者
と
の
関
係
を
継
続
的
に
育
て
て
い
く
た

め
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
三
方
よ
し
」
を
目
指
し
て

美
山
が
目
指
す
の
は
、
訪
れ
る
人
、
地
域
事
業
者
、
住

民
が
と
も
に
地
域
を
守
り
育
て
て
い
く
観
光
地
で
す
。
今

後
は
、
地
域
の
人
々
自
身
が
来
訪
者
に
地
域
の
物
語
を
伝

え
、
自
然
や
文
化
、
暮
ら
し
の
価
値
を
共
有
で
き
る
環
境

を
整
え
る
と
と
も
に
、
先
人
た
ち
が
つ
な
い
で
き
た
伝
統

や
生
活
文
化
を
学
べ
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
観
光
を
通
じ
て
地
域
の

稼
ぐ
力
を
支
え
な
が
ら
、
地
域
資
源
を
守
り
、
地
域
と
来

訪
者
が
と
も
に
価
値
を
育
て
る
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
を
こ
れ
か
ら
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

市場調査

地域・組織・住民
との連携

来訪者受入体制
構築

プロモーション

旅行商品造成観光戦略立案

観光資源ブランド化

美山 の主な機能

40%

18%
17%
9%
5%3%3%2%

2%1%

ホームページ閲覧 都道府県別
(2019)

大阪
京都
東京
兵庫
神奈川
愛知
福岡
滋賀
奈良
埼玉

ツアー実施・アンケート調査

地域事業者、
住民と話し合い

市場調査

商品造成・営業・販売

着地型旅行商品造成

半日田舎暮らし体験

畑から食卓までを学ぶ！
美味しく食べるを体験する 泊 日

海外での営業活動・

台湾での教育旅行商談会の参加 豪州での現地営業
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特 集

地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み

一
般
社
団
法
人

豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

共
存
共
栄
の
精
神
が
育
ん
だ
情
緒
あ
る
ま
ち

兵
庫
県
北
部
に
位
置
す
る
豊
岡
市
は
、
１
３
０
０
年
の

歴
史
が
あ
る
城
崎
温
泉
を
は
じ
め
、
透
明
度
の
高
い
海
岸

が
有
名
な
竹
野
浜
、
神
鍋
高
原
、
カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
、

城
下
町
出
石
、
原
風
景
が
残
る
但
東
地
域
な
ど
多
く
の
観

光
地
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
。
中
で
も
城
崎
温
泉
に
は

「
外
湯
め
ぐ
り
」
と
い
う
文
化
が
あ
り
、
宿
泊
客
は
旅
館

だ
け
で
過
ご
す
の
で
は
な
く
、「
夕
食
前
に
外
湯
を
ぜ
ひ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
と
温
泉
街
全
体
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
す

る
よ
う
旅
館
が
誘
導
し
、
ま
る
で
温
泉
街
全
体
が
１
軒
の

温
泉
旅
館
の
よ
う
な
体
験
が
で
き
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
地
域
全
体
で
観
光
客
を
も
て
な
し
、

共
に
繁
栄
し
て
い
く
と
い
う
「
共
存
共
栄
」
の
精
神
が
根

付
い
て
い
る
。
温
泉
街
の
景
観
や
風
情
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
地
域
全
体
で
価
値
を
高
め
て
き
た
こ
の
文
化
が
、
今

日
の
城
崎
温
泉
の
情
緒
あ
る
街
並
み
と
高
い
ブ
ラ
ン
ド
力

を
育
ん
で
き
た
。

◆◆◆

経
験
や
勘
に
頼
ら
ぬ
経
営
の
た
め
に

近
年
の
観
光
業
界
は
大
き
な
変
化
に
直
面
し
て
い
る
。

国
内
人
口
の
減
少
や
従
業
員
の
人
手
不
足
、
物
価
高
な

ど
、
観
光
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
観
光
需
要
の
変
動
に

迅
速
に
対
応
す
る
必
要
性
も
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
で
、「
経
験
や
勘
」
に
頼
る
経
営
だ
け
で
は
持
続
的

な
成
長
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
危
機
感
が
地

域
全
体
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

デ
ー
タ
を
見
よ
う
と
し
て
も
、
従
来
は
エ
リ
ア
の
宿
泊

デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
手
段
は
な
く
、
数

カ
月
後
に
出
て
く
る
集
計
情
報
を
確
認
し
て
答
え
合
わ
せ

を
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
有
効
な
施
策
実
行
の
た
め
に
、

宿
泊
デ
ー
タ
を
一
元
化
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
デ
ー
タ
を
確

認
す
る
仕
組
み
を
い
ち
早
く
実
現
す
る
必
要
性
が
出
て
き

た
。
そ
こ
で
「
街
全
体
が
１
軒
の
温
泉
旅
館
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
を
デ
ジ
タ
ル
で
も
体
現
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
を

収
集
・
活
用
し
て
経
営
改
善
に
生
か
す
豊
岡
観
光
Ｄ
Ｘ
推

◆◆◆

進
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

事
業
を
進
め
る
上
で
最
初
に
重
視
し
た
の
は
、
地
域
の

関
係
者
と
の
危
機
感
の
共
有
で
あ
る
。
単
に
新
し
い
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
化
す
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
な
ぜ
今
、
地
域
全
体
の
デ
ー
タ
が
必

要
な
の
か
、
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
経

営
改
善
に
つ
な
が
り
、
地
域
全
体
が
ど
の
よ
う
に
良
く
な

る
の
か
を
丁
寧
に
説
明
し
、
対
話
を
重
ね
て
き
た
。
観
光

事
業
者
を
中
心
と
し
て
、
行
政
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
）、
観
光
協
会
も
参
加
す
る
「
豊
岡
観
光
Ｄ
Ｘ
推
進

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
デ
ー

タ
収
集
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

地
域
の
事
業
者
が
デ
ー
タ
を
共
有
し
活
用
で
き
る
仕
組

み
と
し
て
、
独
自
の
「
豊
岡
観
光
Ｄ
Ｘ
基
盤
」
シ
ス
テ
ム

開
発
を
進
め
た
。
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
も

検
討
し
た
が
、
自
分
た
ち
が
知
り
た
い
デ
ー
タ
や
分
析
軸

と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
た
め
、
開
発
す
る

に
至
っ
た
。

デ
ー
タ
提
供
に
賛
同
を
得
ら
れ
た
宿
泊
施
設
か
ら
日
々

の
予
約
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
地
域
全
体
の
状
況
を
把
握
で

き
る
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
事
業
者
だ
け
で

な
く
地
域
全
体
の
経
営
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
デ
ー
タ
は
地
域
共
通
の
資
源
と
し
て
活
用
す
る
と
い

う
考
え
方
が
、
こ
の
取
り
組
み
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

デ
ー
タ
集
め
は
ゴ
ー
ル
に
あ
ら
ず

シ
ス
テ
ム
は
「
作
る
こ
と
」
が
目
的
で
は
な
い
。
重
要

な
の
は
、
現
場
で
使
わ
れ
、
経
営
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と

で
あ
る
。
豊
岡
観
光
Ｄ
Ｘ
基
盤
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
ロ
グ

イ
ン
Ｉ
Ｄ
を
事
業
者
に
渡
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
よ
り

◆◆◆

デ
ー
タ
を
地
域
共
通
の
資
源
に

―
地
域
の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
す
豊
岡
観
光
Ｄ
Ｘ
―一

幡　

堅
司

一
般
社
団
法
人
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン　

 

Ｄ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
Ｄ
Ｘ
リ
ー
ダ
ー

17 2026・7月号 地域づくり 2026・7月号地域づくり 16

6



特 集

活
用
し
や
す
い
形
へ
翻
訳
す
る
こ
と
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
だ
。

豊
岡
観
光
Ｄ
Ｘ
事
業
で
は
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
も
と

に
月
次
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
事
業
者
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
地
域

全
体
の
動
向
や
施
設
ご
と
の
特
徴
を
可
視
化
し
、
数
カ
月

先
の
販
売
戦
略
や
経
営
判
断
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
。

ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
を
配
布
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
解
説
会
を
開
催
し
、
デ
ー
タ
の
見
方
や
活
用
方

法
を
共
有
し
て
い
る
。
数
字
の
意
味
を
理
解
し
、
自
分
自

身
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
う
活い

か
す
か
を
考
え
る
機
会
を
つ
く

る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
活
用
の
文
化
を
地
域
に
根
付
か
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
使
い
方
だ
け
で
な

く
、
デ
ー
タ
の
意
味
や
読
み
取
り
方
な
ど
を
気
軽
に
相
談

で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
現
場
の
不
安
を
減
ら

し
、
継
続
的
な
活
用
に
つ
な
げ
て
い
る
。

日
々
の
デ
ー
タ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ツ
ー
ル
と
し
て

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
か
ら
地
域
の
事
業

者
へ
、
２
週
間
先
ま
で
の
宿
泊
施
設
の
稼
働

率
予
測
や
入
り
込
み
人
数
予
測
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
宿
泊
施
設
だ
け
で
な
く
観
光
地
を

支
え
る
飲
食
店
や
物
産
店
に
と
っ
て
も
役
立

つ
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
協
会
は
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
す
る
食
材
を
仕
入

れ
る
際
に
、
Ｄ
Ｘ
基
盤
上
で
先
々
の
予
約
状

況
を
確
認
し
て
、
仕
入
れ
量
を
決
め
て
い

る
。Ｄ

Ｍ
Ｏ
も
Ｄ
Ｘ
基
盤
の
デ
ー
タ
を
地
域
へ

の
誘
客
に
役
立
て
て
い
る
。
夏
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
う
際
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
の
配
信
割

合
を
京
阪
神
地
域
と
首
都
圏
で
７
対
３
に
し

て
い
た
が
、
Ｄ
Ｘ
基
盤
の
予
約
状
況
を
見
る

と
首
都
圏
が
前
年
よ
り
も
多
く
予
約
が
入
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
の
配
信
割
合
を
５
対
５
に
し

て
適
切
な
見
込
み
客
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
。

業
務
効
率
化
に
も
寄
与

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
す
で
に
具
体
的
な
効
果
を
生

ん
で
い
る
。
例
え
ば
宿
泊
施
設
で
は
、
地
域
全
体
の
稼
働

状
況
と
自
施
設
の
稼
働
を
比
較
し
、
販
売
す
る
プ
ラ
ン
を

絞
っ
て
部
屋
単
価
の
増
加
に
つ
な
げ
た
事
例
が
あ
る
。
ま

た
、
地
域
全
体
の
動
き
を
見
な
が
ら
、
休
館
日
を
柔
軟
に

設
定
す
る
こ
と
で
光
熱
水
費
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
事
例

が
あ
る
。

さ
ら
に
、
飲
食
店
で
は
来
客
デ
ー
タ
や
販
売
状
況
を
分

析
す
る
こ
と
で
仕
入
れ
量
を
調
整
し
、
食
材
ロ
ス
を
約
３

割
削
減
で
き
た
店
舗
も
出
て
き
た
。
デ
ー
タ
は
売
り
上
げ

を
伸
ば
す
だ
け
で
な
く
、
コ
ス
ト
削
減
や
業
務
効
率
化
に

◆◆◆

も
寄
与
す
る
こ
と
が
、
現
場
の
実
感
と
し
て
広
が
り
つ
つ

あ
る
。地

域
全
体
で
進
め
て
こ
そ

課
題
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
多
く
の
事
業

者
へ
広
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
特
に
デ
ジ
タ
ル
へ
の
苦

手
意
識
が
強
い
施
設
や
、
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
く
な
い

事
業
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
に
な
る
。
豊
岡
観
光
Ｄ
Ｘ

事
業
は
一
部
の
先
進
的
な
事
業
者
だ
け
が
取
り
組
む
も
の

で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
進
め
て
こ
そ
意
味
を
持
つ
か
ら

だ
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
は
、
分
か
り
や
す
い
支
援
や
伴
走
型

の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
誰
も
が
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

旅
館
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
と
し
て
、「
パ
ス
ポ
ー

ト
ア
プ
リ
」
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
宿
泊

す
る
際
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
を
保
管
す
る
業
務
を
、

ア
プ
リ
で
完
結
で
き
る
仕
組
み
だ
。
フ
ロ
ン
ト
と
事
務
所

の
コ
ピ
ー
機
を
往
復
せ
ず
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し
が
保
管

で
き
る
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
地
域
全
体
の
国
籍
別
人
数
が

分
か
る
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
Ｄ
Ｘ
基
盤
に
な
か
っ
た
情

報
だ
。

地
域
に
は
す
で
に
多
く
の
デ
ー
タ
が
存
在
し
て
い
る
。

宿
泊
状
況
、
来
訪
者
の
動
き
、
消
費
の
傾
向
な
ど
、
そ
れ

ら
を
地
域
の
共
通
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
観
光

産
業
の
稼
ぐ
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
地

域
の
事
業
者
が
安
定
し
た
経
営
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
雇

用
の
維
持
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
地
域
の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
す
こ
と
。
そ
れ

こ
そ
が
、
観
光
地
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
重

要
な
役
割
で
あ
る
。

◆◆◆
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地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み

株
式
会
社
ご
う
ぎ
ん
地
域
商
社

（
鳥
取
県
、
島
根
県
）

地
元
産
業
衰
退
へ
の
危
機
感

山
陰
地
方
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
そ
し
て
人
々

の
手
で
大
切
に
育
ま
れ
て
き
た
多
彩
な
地
域
資
源
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
今
、
人
口
減
少
が
加
速
し
て
お
り
、
島
根

県
は
約
６３
万
人
、
鳥
取
県
は
約
５２
万
の
人
口
と
な
っ
て
い

◆◆◆

ま
す
。
さ
ら
に
若
い
世
代
の
都
市
部
流
出
に
よ
る
高
齢
化

が
地
域
の
活
力
を
揺
る
が
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、「
こ
の
ま
ま
で
は
地
元
産
業
が
衰
退
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
２
０
１

７
年
に
自
治
体
や
地
元
企
業
等
の
出
資
に
よ
り
、
当
社
の

前
身
「
株
式
会
社
地
域
商
社
と
っ
と
り
」
が
発
足
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
０
２
４
年
３
月
に
山
陰
合
同
銀
行
が
株

式
を
１
０
０
％
取
得
し
、
現
在
の
「
株
式
会
社
ご
う
ぎ
ん

地
域
商
社
」（
本
社
・
鳥
取
市
）
に
至
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
育
む
べ
く
日
々
新
た
な
挑
戦
を
続

け
て
い
る
事
業
創
造
型
の
地
域
商
社
で
す
。

現
場
で
感
じ
た
課
題
と
私
た
ち
の
思
い

山
陰
合
同
銀
行
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
事
業
者
や

生
産
者
の
皆
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
地
元
に
は
素
晴
ら
し
い
産
品
や
そ
れ
を
作
り
出
す

方
々
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
販
路
や
情
報
発
信
の
壁

に
阻
ま
れ
、
十
分
に
「
稼
ぐ
力
」
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
人

◆◆◆

口
減
少
や
高
齢
化
、
事
業
承
継
の
難
し
さ
、
販
路
の
縮
小

と
い
っ
た
課
題
は
、
地
域
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

「
金
融
支
援
だ
け
で
は
地
域
の
未
来
は
守
れ
な
い
」
―
―
。

そ
う
考
え
た
私
た
ち
は
、
現
場
目
線
で
事
業
者
の
課
題
解

決
を
行
う
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
強
み
で
あ
る
銀
行
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活い

か
し
た
新
規
販
路
を
開
拓
し
、
継
続
し

て
売
り
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

農
家
・
バ
イ
ヤ
ー
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

ご
う
ぎ
ん
地
域
商
社
は
、
山
陰
の
産
品
を
取
り
扱
う
卸

売
り
事
業
を
主
軸
に
し
た
地
域
密
着
型
の
商
社
で
あ
り
、

そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
「
地
域
の
生
産
者
と
他
地
域
の

事
業
者
を
結
ぶ
流
通
ハ
ブ
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
白
ネ
ギ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

米
穀
と
い
っ
た
地
域
を
代
表
す
る
農
産
物
を
中
心
に
扱

い
、
生
産
者
か
ら
安
定
的
に
商
品
を
仕
入
れ
、
量
販
店
・

市
場
・
卸
売
業
者
等
の
販
路
に
流
す
こ
と
で
収
益
を
確
保

し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
核
は
、
個
々
の
農
家
だ
け
で
は
難

し
い
販
路
開
拓
や
物
流
の
最
適
化
を
代
行
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
農
業
生
産
を
「
安
定
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て
成

立
さ
せ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
産
物
の
流
通
に

は
、
規
格
管
理
、
品
質
保
持
、
出
荷
調
整
、
物
流
網
の
確

保
等
、
専
門
性
の
高
い
業
務
が
多
数
存
在
し
ま
す
。
ご
う

ぎ
ん
地
域
商
社
は
こ
れ
ら
を
一
元
的
に
担
う
こ
と
で
、
農

家
は
生
産
に
集
中
で
き
、
バ
イ
ヤ
ー
側
は
安
定
し
た
供
給

を
確
保
で
き
る
と
い
う
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
銀
行
グ
ル
ー
プ
と
し
て

◆◆◆

山
陰
の
「
稼
ぐ
力
」
を
未
来
へ

―
地
域
農
業
を
支
え
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
―矢

野　

哲
也

株
式
会
社
ご
う
ぎ
ん
地
域
商
社　

代
表
取
締
役
社
長

豊かな山陰の農村
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蓄
積
し
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
信
用
力
も
商
社
活
動
の

大
き
な
強
み
で
あ
り
、
地
域
農
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
後
押

し
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
は
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
小
ロ
ッ
ト
で
は
開
発
コ

ス
ト
が
か
さ
み
や
す
く
、
採
算
が
合
う
ま
で
時
間
が
か
か

る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
小
規
模
で
の
開
発
は
、

大
量
生
産
に
よ
る
コ
ス
ト
吸
収
が
難
し
く
、
開
発
か
ら
販

売
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
て
リ
ス
ク
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
現
在
で
は
商
品
開
発
を

行
わ
ず
、
卸
売
り
に
注
力
す
る
こ
と
で
商
流
を
安
定
さ

せ
、
収
益
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
挑
戦
と
地
域
へ
の
エ
ー
ル

地
域
産
品
の
認
知
度
を
ど
う
高
め
、
売
り
上
げ
を
持
続

さ
せ
て
い
く
か
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
初

動
の
販
路
開
拓
だ
け
で
な
く
、
継
続
的
に
売
れ
続
け
る
仕

◆◆◆

組
み
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
、
長
期
ス
パ
ン
で
の
伴
走
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
取
扱
量
の
拡
大
と
販
路
の
多
角
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
産
地
形
成
さ
れ
て
い
る
商
材

（
鳥
取
県
な
ら
白
ネ
ギ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
島
根
県
な
ら

仁
多
米
等
）
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
背
景
に
、
銀
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
（
法
人
向
け
）
販
売
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
取
扱
量
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
流
と
調
達
の
効
率
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
農
産
物
の
収
穫
量
は
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
安

定
的
に
供
給
で
き
る
体
制
構
築
が
重
要
で
す
。
将
来
的
に

は
、
生
産
者
と
の
契
約
栽
培
や
集
荷
拠
点
の
整
備
、
共
同

配
送
の
拡
充
等
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
最
適
化
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
実
現
で
き
れ
ば
、
コ
ス
ト
削

減
と
品
質
維
持
の
両
立
が
図
ら
れ
、
商
社
と
し
て
の
存
在

意
義
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。

将
来
的
に
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
商
品
開
発
こ
そ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

卸
売
り
の
立
場
か
ら
地
域
農
産
物
の
魅
力
を
伝
え
る
役
割

は
大
き
く
、
農
作
物
の
品
質
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
生
産
者
の
付
加
価
値
向
上
や
地
域
全
体
の
ブ
ラ

ン
ド
力
強
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
商
社
と
し
て
の
発
信

力
を
活
か
し
、
地
域
産
品
の
価
値
を
高
め
る
活
動
は
重
要

度
が
増
し
て
い
き
ま
す
。
ｅ-

コ
マ
ー
ス
（
電
子
商
取
引
）

や
海
外
居
住
者
向
け
販
売
等
、
新
し
い
チ
ャ
ネ
ル
で
の
販

売
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
ご
う
ぎ
ん
地

域
商
社
は
生
産
者
支
援
や
農
業
関
連
商
材
の
紹
介
等
、
地

域
産
業
の
維
持
に
寄
与
す
べ
く
活
動
す
る
こ
と
で
、
地
域

商
社
と
し
て
の
社
会
的
役
割
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
単
な
る
卸
売
業
の
枠
組
み
を
超
え
、
地
域
の
農
業

を
支
え
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
実
現
に
向
け
た
キ
ー
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
足
元
で
は
耕
作
放

棄
地
を
活
用
し
た
生
産
活
動
を
検
討
し
て
お
り
、
地
域
と

の
関
係
性
を
強
化
し
、
よ
り
現
場
目
線
を

養
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
う
ぎ
ん
地
域
商
社
は
卸
売
り
を
中
心

と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
基
盤
に
、
地

域
農
業
の
安
定
化
と
流
通
の
効
率
化
を
担

う
存
在
と
し
て
発
展
を
続
け
ま
す
。
取
扱

量
を
拡
大
さ
せ
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

高
度
化
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
と
い
う

方
向
で
事
業
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
山

陰
の
農
業
と
地
域
経
済
の
持
続
的
な
成
長

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
先
に
目
指

す
べ
き
山
陰
経
済
の
発
展
が
あ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

地域の農産物の流通を担う

出荷される特産の白ネギ

ごうぎん地域商社のメンバー
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地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み

徳
島
県
神
山
町

副
産
物
だ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

神
山
町
は
、
今
で
は
Ｉ
Ｔ
環
境
が
整
い
全
国
か
ら
起
業

家
が
集
ま
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
き
っ
か

け
は
平
成
１５
年
に
国
の
事
業
と
し
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
し
た
。

山
間
地
域
で
あ
る
神
山
町
で
は
放
送
波
の
受
信
が
で
き

ず
、
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
平
成
１６
年
度
に
神
山
町
は
、
隣
接
す
る
佐
那

河
内
村
と
と
も
に
「
神
山
・
佐
那
河
内
地
域
情
報
化
事
業
」

と
し
て
、
神
山
町
と
佐
那
河
内
村
内
の
各
家
庭
が
ま
と
ま

っ
て
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ト
ク
シ
マ
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
主
目
的
は
、
各
家
庭
で
テ
レ
ビ
を
見
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
し
た
が
、
副
産
物
と
し
て
、
加
入

し
た
家
庭
、
事
業
所
で
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
加

入
を
希
望
し
た
世
帯
は
、
全
世
帯
が
加
入
す
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

◆◆◆

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
進
出

神
山
町
が
神
山
・
佐
那
河
内
地
域
情
報
化
事
業
を
行
っ

て
い
た
こ
ろ
、
町
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー

（
Ｇ
Ｖ
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ｖ
は
、
ま
ち
の
美
化

に
取
り
組
む
「
ア
ド
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
芸
術
家
が
地

域
に
滞
在
し
て
創
作
活
動
を
行
う
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」、
国
際
交
流
事
業
な
ど
、
先
駆
的
な

取
り
組
み
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
活
動
を
活
発
に

行
っ
て
い
た
民
間
の
集
ま
り
を
中
心
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。Ｇ

Ｖ
は
ま
ち
づ
く
り
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

多
様
な
活
動
形
態
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
移
住
者
と

地
域
住
民
の
交
流
促
進
を
期
待
さ
れ
、
平
成
１９
年
に
神
山

町
か
ら
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
受
託
し
ま
し

た
。
翌
年
に
は
ウ
ェ
ブ
上
で
ま
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ト
「
イ
ン
神
山
」
を
立
ち
上
げ
、
主
に
ア
ー
ト
情
報
や
観

光
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
人
気
の
あ
っ

た
情
報
は
「
神
山
で
暮
ら
す
」
と
い
う
空
き
家
情
報
で
し

◆◆◆

た
。
こ
の
空
き
家
情
報
に
は
住
む
た
め
の
空
き
家
だ
け
で

な
く
、
事
業
者
向
け
物
件
の
情
報
も
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
。高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
事
業
者
向
け
物
件
、
こ
れ
ら

が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
ク
ラ
ウ
ド
名
刺
管
理

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
、
平
成
２２
年
に
神
山
町
内
に
は
じ

め
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
。
そ
の
後
町
内
に
は

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
の
波
が
広
が
り
、
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
、
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
医
療
関
係
、

教
育
関
係
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
関
係
企
業
を
中
心
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
多
様
な
業
種
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。

人
の
流
れ
の
変
化

町
に
新
た
な
企
業
が
進
出
し
た
こ
と
で
、
町
内
に
仕
事

が
生
ま
れ
、
仕
事
の
た
め
に
転
出
し
て
い
た
人
に
町
内
で

働
く
と
い
う
選
択
肢
が
加
わ
り
ま
し
た
。
町
外
の
学
校
に

通
っ
て
い
た
学
生
に
は
就
職
時
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
道

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
進
出
し
た
企
業
の
本
社
か
ら
移
り
住
む
人
も
い
ま
し

た
。
平
成
２３
年
に
は
神
山
町
が
誕
生
し
て
以
来
、
初
め
て

転
入
者
が
転
出
者
を
上
回
り
ま
し
た
。
人
の
流
れ
が
変
わ

っ
た
こ
と
で
、
新
た
な
事
業
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

「
神
山
バ
レ
ー
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
」
は
平
成
２５
年
に
開
所
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

で
す
。
閉
鎖
さ
れ
た
縫
製
工
場
を
町
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、
Ｇ
Ｖ
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
一
時
利
用
が
で

き
ま
す
し
、
固
定
席
や
ブ
ー
ス
を
持
つ
こ
と
も
で
き
ま

す
。ま

た
、
隣
接
地
に
は
デ
ジ
タ
ル
工
作
工
房
「
神
山
メ
イ

◆◆◆

行
政
が
「
つ
く
り
過
ぎ
な
い
」
ま
ち
づ
く
り

―
高
速
ネ
ッ
ト
基
盤
に
多
様
な
業
種
が
進
出
―

林　

明
宏

神
山
町
産
業
観
光
課
主
事
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カ
ー
ス
ペ
ー
ス
」
が
設
け
ら
れ
、
会
員
に
な
る
と
レ
ー
ザ

ー
カ
ッ
タ
ー
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
道
を
挟
ん
だ
向
か
い
に
は
ホ
テ
ル
「
Ｗ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
神
山
」
が
あ
り
ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
神
山
は
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
で
町
に
来
た
方
が
中
心
と
な
り
、
町
民
か
ら
の

出
資
を
受
け
て
開
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
前
の
お
試
し
と
し
て
、
小
さ
く
開
設

し
た
後
の
拠
点
や
、
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
た
後
の
研
修
合
宿

を
行
う
場
と
し
て
な
ど
、
町
に
興
味
を
持
っ
た
と
き
か
ら

町
内
に
来
た
後
ま
で
使
え
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

多
様
な
参
加
者
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
２７
年
に
神
山
町
版
地
方
創
生
戦
略
と
し
て
「
ま
ち

を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
何
も
し
な
い
と
２
０
６
０
年
に
人
口
が
１
０
０
０

人
程
度
と
な
る
国
の
予
想
か
ら
未
来
を
考
え
、
そ
れ
に
抗

う
た
め
に
３
０
０
０
人
を
下
回
ら
な
い
人
口
を
維
持
す
べ

く
、
可
能
性
の
感
じ
ら
れ
る
状
況
を
考
え
、
実
現
の
た
め

に
必
要
な
七
つ
の
施
策
領
域
を
設
定
し
ま
し
た
。
計
画
策

定
に
あ
た
っ
て
は
町
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
地
元
町
民
、

移
住
者
を
加
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
町
に
関
係
す
る
と
い
う
程
度
の
つ
な
が
り
し
か
な

い
人
々
が
交
ざ
り
合
う
こ
と
で
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
「
フ
ー
ド
ハ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
町
内
に

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
た
Ｉ
Ｔ
企
業
社
長
と
、
実

家
が
町
内
の
専
業
農
家
の
役
場
職
員
に
よ
り
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
町
外
か
ら
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
ベ
ー
カ
リ
ー
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
産
地
食
を
モ
ッ
ト
ー
と

◆◆◆

し
、
農
業
研
修
生
の
受
け
入
れ
や
食
農
教
育
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
食
農
教
育
部
門
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ま
ち
の
食
農
教
育
」
と
し
て
独
立
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。ま

ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
期
中
の

大
き
な
動
き
に
は
「
私
立
神
山
ま
る
ご
と
高
等
専
門
学

校
」
の
開
校
が
あ
り
ま
す
。
神
山
ま
る
ご
と
高
専
で
は
、

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
×
デ
ザ
イ
ン
で
人
間
の
未
来
を
変
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
１
学
年
４０
人
強
の
学
生
が

学
び
、
卒
業
後
に
は
４
割
程
度
の
学
生

が
起
業
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
人
口
５
０
０
０
人
を
下
回
る
町
に

２
０
０
人
程
度
の
若
者
が
住
む
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
の
町
に
大
き
な
変
化
を

起
こ
す
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ

な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
期
の
一
部
に
も
、
高
専
の
教
員
と

生
徒
か
ら
生
ま
れ
た
活
動
を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
政
で
町
を
つ
く
り
過
ぎ
ず
、
町
で
暮
ら
す
人
々
の
活

動
と
そ
の
活
動
を
行
い
や
す
く
す
る
行
政
の
支
援
、
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
る
偶
然
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
町
の
発
展

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

神山バレーサテライトオフィスコンプレックス

※�青色は国の予測率に基づく数値。緑色は町の「まちを将来世代につなぐプロジェクト」によって「子どもを含
む年間44名程度の転入」が継続した場合の値。
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地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み

コ
ク
ー
株
式
会
社

（
福
岡
県
北
九
州
市
）

労
働
力
不
足
解
決
の
た
め
に

日
本
は
現
在
、
深
刻
な
労
働
人
口
減
少
に
直
面
し
て
い

る
。
２
０
４
０
年
に
は
全
国
で
１
１
０
０
万
人
の
人
手
が

不
足
す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
待
っ
た
な
し
の
状
況

だ
。
特
に
地
方
で
は
、
若
者
の
都
市
部
へ
の
流
出
が
続
き
、

次
世
代
を
担
う
人
材
の
不
足
が
顕
著
で
あ
る
。
２
０
２
７

年
前
後
に
は
、
日
本
が
「
都
市
集
中
型
」
の
未
来
へ
進
む

か
、「
地
方
分
散
型
」
へ
と
舵か

じ

を
切
る
か
の
大
き
な
分
岐

点
を
迎
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

コ
ク
ー
株
式
会
社
（
本
社
・
東
京
）
は
「
デ
ジ
タ
ル
の

力
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
た
り

ま
え
の
社
会
を
創
る
」
を
パ
ー
パ
ス
に
掲
げ
、
デ
ジ
タ
ル

未
経
験
の
女
性
を
プ
ロ
の
Ｄ
Ｘ
人
財
へ
と
育
成
し
、
企
業

の
課
題
解
決
を
支
援
し
て
き
た
。
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活い

か

し
、
地
方
の
労
働
力
不
足
を
解
決
す
る
た
め
、
地
方
創
生

を
長
期
経
営
計
画
に
お
け
る
最
重
要
戦
略
に
位
置
づ
け

た
。具

体
的
に
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
全
国
３０
カ
所
に
地

◆◆◆

方
拠
点
を
開
設
し
、「
デ
ジ
タ
ル
人
財
の
地ち

産さ
ん
ち地

活か
つ

モ
デ

ル
」
を
推
進
し
て
い
く
。「
地
産
地
活
」
と
は
、
地
域
で

生
ま
れ
育
っ
た
人
を
Ｄ
Ｘ
人
財
と
し
て
育
成
（
地
産
）
し
、

そ
の
地
域
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
お
い
て
活
躍
（
地
活
）
し
て
も

ら
う
と
い
う
造
語
で
あ
る
。

北
九
州
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
「
想
い
」
の
連
携

コ
ク
ー
が
拠
点
の
５
カ
所
目
と
し
て
、
福
岡
県
北
九
州

市
を
選
ん
だ
の
に
は
明
確
な
理
由
が
あ
る
。
同
市
は
日
本

の
近
代
化
を
支
え
た
製
造
業
の
街
だ
が
、
産
業
の
歴
史
的

転
換
に
伴
い
、
産
業
構
造
の
多
様
化
が
求
め
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
若
者

や
女
性
を
引
き
つ
け
る
魅
力
的
な
雇
用
機
会
の
創
出
も
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

同
市
は
２
０
２
４
年
に
新
ビ
ジ
ョ
ン
（
基
本
構
想
・
基

本
計
画
）
を
策
定
し
、「
稼
げ
る
ま
ち
」「
彩
り
あ
る
ま
ち
」

「
安
ら
ぐ
ま
ち
」
の
実
現
を
重
点
戦
略
に
掲
げ
て
い
る
。

コ
ク
ー
が
目
指
す
地
産
地
活
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
北
九
州

市
に
構
築
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
市
の
戦
略
を
民
間
側

◆◆◆

か
ら
加
速
さ
せ
る
エ
ン
ジ
ン
に
な
る
と
確
信
し
た
の
で
あ

る
。ま

た
、
北
九
州
市
へ
の
拠
点
進
出
を
決
め
た
最
大
の
き

っ
か
け
が
「
人
」
で
あ
る
。
北
九
州
市
を
訪
れ
た
際
、
庁

内
の
Ｄ
Ｘ
を
力
強
く
推
進
す
る
担
当
者
、
女
性
の
就
労
支

援
施
設
で
未
来
を
切
り
拓ひ

ら

く
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、
そ

し
て
地
元
経
済
の
ハ
ブ
と
な
る
北
九
州
商
工
会
議
所
の

方
々
と
出
会
っ
た
。「
ど
う
す
れ
ば
女
性
が
も
っ
と
活
躍

デ
ジ
タ
ル
人
財
の
地
産
地
活
モ
デ
ル
で
地
方
創
生

―
女
性
活
躍
で
北
九
州
市
を
Ｄ
Ｘ
先
進
都
市
へ
―安

藤　

崇
敬

コ
ク
ー
株
式
会
社　

地
方
創
生
Ｄ
Ｘ
室
室
長
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で
き
る
か
」「
地
元
企
業
が
成
長
す
る
に
は
何
が
必
要
か
」。

そ
の
問
い
に
対
し
、
熱
い
想お

も

い
と
覚
悟
を
持
っ
て
奮
闘
す

る
人
々
が
す
で
に
そ
こ
に
い
た
。
我
々
と
同
じ
未
来
を
目

指
す
「
想
い
」
の
連
携
が
で
き
る
と
確
信
し
、
北
九
州
市

で
の
挑
戦
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。

三
位
一
体
で
構
築
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム　

北
九
州
市
で
展
開
す
る
地
産
地
活
モ
デ
ル
は
、
地
域
に

暮
ら
す
女
性
が
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
地
元
企

業
で
活
躍
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
を
内
側
か
ら
活
性
化

さ
せ
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
の
仕
組
み
の
中
心
と
な
る
の
は
、
市
役
所
や
商
工
会

議
所
で
あ
る
。
彼
ら
が
ハ
ブ
と
な
り
、
地
域
の
課
題
や
ニ

ー
ズ
を
丁
寧
に
吸
い
上
げ
る
。
ま
ず
、
地
元
の
女
性
就
労

◆◆◆

支
援
組
織
等
が
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
い
女

性
た
ち
に
寄
り
添
い
、
我
々
コ
ク
ー
が
未
経
験
か
ら
プ
ロ

の
Ｄ
Ｘ
人
財
へ
と
育
て
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す

る
。次

に
、
商
工
会
議
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
育

成
し
た
人
財
を
ま
ず
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
地
元

の
加
盟
企
業
に
受
け
入
れ
て
も
ら
う
。
地
元
企
業
は
最
初

か
ら
大
き
な
投
資
を
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
場
合
が
多

い
が
、
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
コ
ス
ト
を
抑
え
て
Ｄ
Ｘ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
せ
る
。
女
性
た
ち
に
と
っ
て
も
、
実
践
経

験
を
積
み
な
が
ら
自
信
を
高
め
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
。

こ
の
モ
デ
ル
を
実
現
す
る
た
め
、
２
０
２
５
年
６
月
に

「
北
九
州
オ
フ
ィ
ス
」
を
開
設
し
た
。
女
性
の
就
業
支
援

を
行
う
「
ウ
ー
マ
ン
ワ
ー
ク
カ
フ
ェ
北
九
州
」
と
同
じ
建

物
内
に
拠
点
を
構
え
、
就
業
促
進
に
お
け
る
強
固
な
連
携

を
図
っ
て
い
る
。

行
政
と
民
間
の
両
輪
で
街
の
活
力
向
上

地
産
地
活
モ
デ
ル
を
根
付
か
せ
、
地
域
の
持
続
的
な
発

展
を
実
現
す
る
た
め
に
は
一
過
性
の
支
援
に
終
わ
ら
せ

ず
、
人
財
が
育
ち
企
業
が
変
わ
る
プ
ロ
セ
ス
に
継
続
し
て

寄
り
添
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
企
業

の
Ｄ
Ｘ
を
促
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
行
政
自
身
の
Ｄ
Ｘ
も

両
輪
で
進
め
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

北
九
州
市
は
２
０
２
５
年
７
月
に
、
行
政
運
営
の
高
度

化
・
効
率
化
、
社
会
課
題
の
解
決
、
さ
ら
に
は
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
全
庁

的
に
Ａ
Ｉ
を
徹
底
活
用
す
る
「
Ａ
Ｉ
活
用
推
進
都
市
」
宣

言
を
行
っ
た
。
こ
の
動
き
を
内
側
か
ら
加
速
さ
せ
る
た

め
、
同
年
１０
月
に
総
務
省
の
「
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
」

◆◆◆

を
活
用
し
、
コ
ク
ー
社
員
が
北
九
州
市
政
策
局
の
「
Ｄ

Ｘ
・
Ａ
Ｉ
戦
略
室
」
へ
着
任
。「
Ｄ
Ｘ
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
」
と
し
て
、
庁
内
職
員
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
推
進

を
は
じ
め
、
電
話
で
の
市
民
の
問
い
合
わ
せ
に
２４
時
間

「
Ａ
Ｉ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」
が
対
応
し
、
定
型
質
問
に
つ
い

て
は
自
動
回
答
す
る
「
Ａ
Ｉ
電
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、

先
進
的
な
実
証
に
も
携
わ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

と
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
官
民
が
一
体
と
な
っ

て
Ｄ
Ｘ
を
進
め
、
事
例
を
作
り
、
発
信
す
る
こ
と
が
、
街

全
体
の
活
力
を
高
め
る
鍵
と
な
る
。

地
産
地
活
の
熱
量
を
全
国
波
及
へ　

コ
ク
ー
の
取
り
組
み
の
本
質
は
、
単
な
る
デ
ジ
タ
ル
ツ

ー
ル
の
導
入
や
仕
組
み
の
提
供
で
は
な
い
。
ど
ん
な
に
優

れ
た
モ
デ
ル
が
あ
っ
て
も
、「
本
気
で
未
来
を
良
く
し
た

い
」
と
い
う
地
域
の
想
い
が
な
け
れ
ば
機
能
し
な
い
。「
な

ぜ
そ
れ
を
や
る
の
か
」
と
い
う
想
い
を
見
つ
け
だ
し
、

我
々
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
共
に
走
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

地
域
の
女
性
が
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
と
い
う
武
器
を
手
に

入
れ
、
生
産
性
向
上
に
悩
む
地
方
自
治
体
や
地
元
企
業
の

課
題
を
解
決
す
る
。
こ
の
価
値
と
人
材
の
循
環
こ
そ
が
、

地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

我
々
に
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
。
北
九
州
市
で
の
連

携
を
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
、
我
々
は
こ
の
地
産
地

活
の
熱
量
を
全
国
の
自
治
体
へ
と
広
げ
て
い
く
。
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
誰
も
が
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
「
地
方

分
散
型
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
も
挑
戦
を
続
け

る
こ
と
が
、
日
本
経
済
を
再
興
さ
せ
る
確
か
な
道
に
な
る

と
信
じ
て
い
る
。

◆◆◆

北九州市で開催された「女性のためのキャリアセミナー」
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地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み

お
お
す
み
半
島
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
株
式
会
社

（
鹿
児
島
県
肝
付
町
）

地
域
資
源
を
生
か
し
た
挑
戦
の
始
ま
り

鹿
児
島
県
肝
付
町
は
、
県
南
東
部
に
位
置
す
る
人
口
約

１
万
３
０
０
０
人
の
町
で
す
。
約
９
０
０
年
続
く
伝
統
行

事
「
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
」
と
、
本
土
唯
一
の
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
で
あ
る

内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
を
有
し
、「
や
ぶ
さ
め
と
ロ
ケ

ッ
ト
の
町
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
面
積
３
０
８
平

方
キ
ロ
の
約
８
割
を
山
林
が
占
め
、
町
域
の
半
分
が
太
平

洋
に
面
し
て
お
り
、
年
間
平
均
気
温
は
約
１７
度
と
温
暖
で

す
。
日
射
量
が
多
く
、
通
年
し
て
風
も
強
い
こ
と
か
ら
、

太
陽
光
・
風
力
・
小
水
力
な
ど
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
特
性
を
背
景
に
、
町
で
は
２
０
１
２
年

に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
す
る
ま
ち
に
む
け
て
」
と

題
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
屋

根
の
上
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
な
ど
を
推
進
さ
せ
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
２
０
１
７
年
１
月
、「
電
力
に
よ
る
地
域

内
経
済
循
環
」
と
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」

を
目
的
と
し
て
、
お
お
す
み
半
島
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

◆◆◆

株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
の
根
底
に
は
、
地

域
外
へ
流
出
し
て
い
た
電
気
料
金
を
地
域
内
に
と
ど
め
、

持
続
可
能
な
地
域
経
済
を
構
築
し
た
い
と
い
う
強
い
課
題

意
識
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
自
治
体
が
支
払
う
電
気
代

は
規
模
と
し
て
も
大
き
く
、
そ
の
支
出
先
を
地
域
内
企
業

へ
転
換
す
る
こ
と
は
、
安
定
的
な
収
益
基
盤
の
確
保
と
雇

用
創
出
の
両
面
に
お
い
て
大
き
な
意
義
を
持
ち
ま
す
。

電
力
小
売
り
事
業
と
市
場
リ
ス
ク
へ
の
対
応

当
社
の
主
力
事
業
は
電
力
の
小
売
り
で
す
。
戦
後
よ
り

日
本
に
は
１０
社
し
か
な
か
っ
た
電
力
会
社
で
す
が
、
電
力

小
売
り
全
面
自
由
化
以
降
、
全
国
で
は
７
０
０
社
を
超
え

る
新
電
力
会
社
が
誕
生
し
、
そ
の
約
１
割
は
自
治
体
と
資

本
提
携
や
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
地
域
新
電
力
会
社
で

す
。
当
社
も
そ
の
一
つ
と
し
て
、
公
共
施
設
や
地
域
事
業

者
を
中
心
に
電
力
供
給
を
行
い
、
地
域
に
根
差
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
当
社
も
含
め
多
く
の
新
電
力
会
社
は
自
社
で

大
規
模
電
源
を
持
た
ず
、
卸
電
力
取
引
所
な
ど
か
ら
電
力

◆◆◆

を
調
達
し
て
い
る
た
め
、
市
場
価
格
の
変
動
リ
ス
ク
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
電
力
価
格
は
３０
分
単
位
で
変
動
し
、
需

給
バ
ラ
ン
ス
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
休
日
の
晴
天
時

電
力
に
よ
る
地
域
内
経
済
循
環
の
実
現

―
稼
ぐ
力
を
地
域
の
未
来
へ
つ
な
ぐ
―

村
上　

博
紀

お
お
す
み
半
島
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

肝付町へ寄贈した太陽光発電設備 ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）仕様の自社事務所
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に
は
太
陽
光
発
電
量
の
増
加
に
よ
り
価
格
が
下
落
す
る
一

方
、
猛
暑
や
厳
寒
時
の
夜
間
に
は
需
要
が
急
増
し
価
格
が

高
騰
し
ま
す
。
２
０
２
０
年
末
か
ら
２
０
２
１
年
初
頭
、

寒
波
と
燃
料
供
給
制
約
が
重
な
り
、
市
場
価
格
が
一
時
的

に
大
幅
高
騰
し
ま
し
た
。
こ
の
影
響
で
多
く
の
新
電
力
会

社
が
事
業
継
続
の
危
機
に
直
面
し
、
電
力
事
業
の
難
し
さ

が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
新
電
力
会
社
の
運
営
に
お

い
て
は
、
こ
の
調
達
に
よ
る
リ
ス
ク
を
ど
れ
だ
け
減
ら
せ

る
か
が
、
持
続
可
能
な
経
営
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

発
電
事
業
に
よ
る
地
域
内
循
環
の
強
化

当
社
は
発
電
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
戸
建
て

住
宅
向
け
の
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ス
や

第
三
者
所
有
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
）
モ
デ
ル
を
活
用
し
、
初
期
費
用

の
負
担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
導
入
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
約
９０
件
の
導
入
実
績
が
あ
り
、
地
域
内
に
お

け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
の
「
Ｒ
ｅ
・
リ
ー
フ
プ
ラ
ン
」

は
、
当
時
で
は
蓄
電
設
備
も
含
め
た
ス
キ
ー
ム
が
珍
し

く
、
環
境
省
の
「
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド　

実
行
委
員

会
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の

単
価
低
下
を
背
景
に
、「
売
電
」
か
ら
「
自
家
消
費
」
へ

と
価
値
の
軸
足
が
移
っ
て
い
ま
す
。
当
社
で
も
、
公
共
施

設
や
事
業
所
へ
の
導
入
を
含
め
、
発
電
し
た
電
力
を
地
域

内
で
消
費
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
抑
制
と
脱
炭
素
へ
の

取
り
組
み
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
蓄
電
池
の
活
用

な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
よ
り
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

収
益
の
再
投
資
に
よ
る
地
域
価
値
の
創
出

当
社
は
自
治
体
出
資
の
会
社
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
電

力
事
業
で
得
た
収
益
を
地
域
へ
還
元
す
る
こ
と
も
重
要
な

使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
へ
の
支

援
と
し
て
、
地
元
出
身
選
手
の
世
界
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
へ

の
特
別
協
賛
や
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
チ
ー
ム
へ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
中
高
生
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
演
奏

会
な
ど
へ
の
協
賛
、
お
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協

賛
・
出
店
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
域
の
一

体
感
の
醸
成
や
次
世
代
の
子
供
た
ち
の
活
力
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
肝
付
町
以
外
の
連
携
自
治
体
に
対
し
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
各
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
子
育
て
支
援
な
ど
に

◆◆◆

役
立
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
農
業
分
野
へ
の
展
開
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
会
社

と
し
て
農
地
所
有
適
格
法
人
き
も
つ
き
フ
ァ
ー
ム
を
設
立

し
、
コ
ー
ヒ
ー
や
マ
ン
ゴ
ー
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
と
と
も
に
、
地
域
内

で
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
で
得
た
利
益
を
こ
う
し
た
分
野

へ
再
投
資
す
る
こ
と
で
、
経
済
と
社
会
の
両
面
か
ら
地
域

価
値
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

好
循
環
持
続
が
「
稼
ぐ
力
」
持
続
の
カ
ギ

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
多
角
的
な
事
業
展
開
を
支
え

る
人
材
の
確
保
と
育
成
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な
る
導
入
拡
大
と
、
自
社
電
源
の
確
保

も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
や
事
業
所
へ
の
自
家
消
費
型
太
陽
光

発
電
の
導
入
拡
大
に
加
え
、
農
地
と
発
電
を
組
み
合
わ
せ

た
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
推
進
な
ど
、
新
た
な
事
業

領
域
に
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
農
業
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
農
福
連
携
の
実
現
や
関
係
人
口
の

創
出
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
力
を
起
点
と
し
た
地
域
内
経
済
循
環
の
取
り
組
み

は
、
単
な
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
で
は
な
く
、
地
域
の
未
来
を

支
え
る
基
盤
で
す
。
地
域
で
稼
ぎ
、
そ
の
利
益
を
地
域
に

還
元
し
、
さ
ら
に
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
。
こ
の
好
循

環
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を

育
む
カ
ギ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆

B3リーグチームによる公式戦前のバスケットクリニック
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副基調論文①

し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
判
断
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
、
採

択
さ
れ
た
後
の
継
続
率
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
る
（
直

近
１０
年
間
に
事
業
化
さ
れ
た
事
業
の
継
続
率
＝
９４
％
。
特

に
事
業
化
後
５
年
経
過
時
点
の
継
続
率
＝
９８
％
〈
令
和
７

年
７
月
３１
日
時
点
〉）。

事
業
立
ち
上
げ
に
際
し
て
の
審
査
だ
け
で
な
く
、
事

業
が
立
ち
上
が
っ
た
後
も
、
自
治
体
や
地
域
金
融
機
関

が
丁
寧
な
伴
走
支
援
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
だ

け
の
継
続
率
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

ま
た
、
地
域
資
源
の
活
用
を
必
須
要
件
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
該
事
業
が
成
長
し
た
ら
、
関
連
す
る
地
域
資

源
を
取
り
扱
う
地
域
企
業
等
の
成
長
に
も
つ
な
が
り
、
地

域
経
済
の
好
循
環
を
生
む
。
令
和
５
年
度
は
年
間
２３
件
の

交
付
決
定
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、令
和
６
年
度
は
８２
件
、

令
和
７
年
度
は
１
０
８
件
と
制
度
創
設
以
来
過
去
最
高
の

交
付
決
定
件
数
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
予
算
額
も

増
え
て
お
り
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
で
２１
・
２
億
円
、

令
和
８
年
度
当
初
予
算
で
６
・
７
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上

し
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
る

た
め
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
柔
軟
に
案
件
組
成
を
進
め

て
い
た
だ
き
、
前
広
な
相
談
に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
総
務

省
地
域
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
総

務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

概
要
や
活
用
事
例
、
申
し
込
み
の
流
れ
を
わ
か
り
や
す
く

記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
あ

わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

②�

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
係
る
特
別
交
付
税
措
置

（
資
料
２
）

は
じ
め
に

総
務
省
で
は
、
平
成
２０
年
度
に
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ

を
創
設
し
、
地
域
が
主
体
と
な
り
地
域
振
興
を
進
め
る
た

め
の
施
策
を
進
め
て
い
る
。「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」や「
地

域
活
性
化
起
業
人
」
を
は
じ
め
と
し
た
「
地
方
へ
の
人
の

流
れ
の
創
出
・
拡
大
」、「
地
域
運
営
組
織
（
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）」

や
「
集
落
支
援
員
」
を
は
じ
め
と
し
た
「
地
域
の
暮
ら
し

を
守
る
」
施
策
と
並
び
、「
地
域
経
済
循
環
の
拡
大
と
雇

用
の
確
保
」
を
３
本
柱
と
位
置
付
け
、
そ
れ
ら
を
支
え
る

「
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
・
多
様
な
人
材
の
活
躍
」
を
軸
に
様
々

な
地
域
力
創
造
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
当
グ
ル
ー
プ
が
展
開
す
る
施
策
の
中
で
、

「
地
域
経
済
循
環
の
拡
大
と
雇
用
の
確
保
」
に
資
す
る
施

策
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に

向
け
た
記
述
を
行
う
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
私
見
で
あ
る
こ
と

を
お
断
り
し
て
お
く
。

◆◆◆

地
域
密
着
型
事
業
の
立
ち
上
げ
支
援

（
ロ
ー
カ
ル
１
０
、０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
）

①
ロ
ー
カ
ル
１
０
、
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
資
料
１
）

地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も

地
域
企
業
の
力
が
重
要
と
な
る
。
総
務
省
で
は
産
官
学
金

が
連
携
し
た
地
域
密
着
型
事
業
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る

た
め
、
必
要
な
初
期
投
資
額
の
一
定
割
合
を
交
付
金
（
地

域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
）
に
よ
り
助
成
す
る
「
ロ

ー
カ
ル
１
０
、０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
特
徴
は
、
自
治
体
の
補
助

に
加
え
地
域
金
融
機
関
の
無
担
保
融
資
を
要
件
と
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
新
事
業
立
ち
上
げ
は
一
般
的
に
融
資
リ

ス
ク
が
高
く
、
担
保
を
設
定
し
て
融
資
を
行
う
の
が
通
例

で
あ
る
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
地
域
密
着
型
事
業
の
立
ち
上
げ
だ
か
ら
こ
そ
、

同
じ
く
地
域
に
密
着
し
て
い
る
地
域
金
融
機
関
に
一
定
の

リ
ス
ク
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
必
須
要
件
と
し
て
い

る
。裏

を
返
す
と
、
本
事
業
で
採
択
さ
れ
る
案
件
は
、
自
治

体
・
地
域
金
融
機
関
の
双
方
が
、
補
助
・
無
担
保
融
資
を

◆◆◆

地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み

地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て

鈴
木　

洋
平

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
地
域
政
策
課
　
理
事
官
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地
域
発
の
経
済
の
好
循
環
を
作
り
出
し
て
い
く
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
ロ
ー
カ
ル
１
０
、
０
０
０
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
事
業
者
の
初
期
投
資
額
へ
の
支
援
だ

け
で
な
く
、
事
業
の
企
画
・
準
備
段
階
や
、
事
業
立
ち
上

げ
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
も
含
め
、
多
様
な
創
業
を

幅
広
く
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。こ
の
た
め
、

令
和
５
年
度
か
ら
、
市
町
村
が
事
業
の
企
画
・
準
備
段
階

や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
を
行
う
際
の
経
費
に
つ
い
て

「
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
係
る
特
別
交
付
税
措
置
」

を
講
じ
て
い
る
。

本
措
置
の
特
徴
は
、
措
置
率
が
０
・
８
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
な
特
別
交
付
税
の
措
置
率
は
０
・

５
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
は
、
地
域
で
の
新
規
事
業
立
ち
上
げ
の
重
要
性
に
鑑

み
、
特
に
手
厚
い
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

市
町
村
に
お
い
て
は
、
現
在
、
創
業
支
援
の
取
り
組

み
と
し
て
様
々
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
機

会
に
改
め
て
、
本
措
置
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

事
業
承
継
等
の
推
進
（
資
料
３
）

地
域
経
済
の
好
循
環
を
創
出
す
る
た
め
に
は
、
新
事
業

の
立
ち
上
げ
と
並
び
、
既
存
の
地
域
企
業
を
し
っ
か
り
支

え
て
い
く
こ
と
も
大
変
重
要
で
あ
る
。
地
域
企
業
に
と
っ

て
特
に
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
後
継
者
、
い
わ

ゆ
る
事
業
承
継
等
人
材
の
不
足
で
あ
る
。
中
小
企
業
庁
に

よ
る
と
、
中
小
企
業
の
廃
業
理
由
の
３
割
が
後
継
者
難
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
企
業
が
後
継

者
不
足
だ
け
を
理
由
に
廃
業
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、総
務
省
で
は
令
和
７
年
度
か
ら
、

市
町
村
が
ハ
ブ
と
な
り
地
域
企
業
と
事
業
承
継
等
人
材
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
係
る
取
り
組
み
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

◆◆◆

て
、
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
本
事
業
に
つ
い

て
は
、
い
わ
ゆ
る
事
業
承
継
に
限
ら
ず
、
市
町
村
が
ハ
ブ

と
な
っ
て
取
り
組
む
地
域
企
業
と
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
つ
い
て
、
幅
広
く
活
用
が
可
能
で
あ
る
。
人
材
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
特
に

地
域
企
業
の
担
い
手
と
し
て
の
潜
在
力
が
高
い
、
女
性
、

若
者
、
シ
ニ
ア
、
外
国
人
、
副
業
人
材
等
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
強
化
が
有
効
な
方
策
と
考
え
ら
れ
る
。

既
に
一
部
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
事
業
承
継
や
地
域

企
業
へ
の
多
様
な
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向
け
て
、
商
工

会
議
所
・
商
工
会
、
地
域
金
融
機
関
、
都
道
府
県
事
業
承

継
・
引
き
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
て
独
自
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
こ
う
し
た
先
行

事
例
な
ど
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
広
報
動
画
な
ど

も
昨
年
度
新
た
に
作
成
し
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
参
照
し
な
が
ら
事
業
承
継

等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
が
、
地
域
経
済
に
関
す
る
総
務
省
が
展

開
す
る
主
な
施
策
で
あ
る
。
地
域
経
済
を
持
続

的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
自
治
体
が

ハ
ブ
と
な
り
地
域
内
外
の
多
様
な
主
体
が
相
互

に
信
頼
・
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

ず
は
同
一
自
治
体
内
で
い
わ
ゆ
る
部
署
間
の
縦

割
り
を
な
く
し
相
互
に
情
報
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、
産
業
界
・
金
融
界
・
教
育
界
な
ど
自
治

体
以
外
の
主
体
も
一
緒
に
な
り
な
が
ら
、
地
域

の
こ
と
を
考
え
支
え
合
う
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

◆◆◆

ローカル プロジェクト（地域経済循環創造事業交付金）

国費
特別交付税

実質的な地方負担

民間事業者等の初期投資費用（施設整備・改修費、機械装置費、備品費等）

自己
資金等

公費による助成

国費

地域金融機関による融資等※１
（原則無担保※２）

地方費 ※１ 地域活性化ファンドによる出資、民間クラウドファンディング、ふるさと融資を含む
※２ 交付金事業により取得する財産には担保設定可能

事業スキーム

助成上限額（自治体→事業者）
融資／公費 公費による助成上限額
倍～ 万円

倍～ 万円

倍～ 万円

倍～ 万円

当初予算額 億円
補正予算額 億円

（ 当初予算額 億円）

拡充 交付率（国→自治体）
・原則、公費の
・条件不利地域（ 団体）のうち、
財政力 ～
財政力 未満

・重点支援分野
（地域脱炭素、若者・女性活躍）

○ 産官学金の連携により、地域の資源と資金を活用した地域密着型事業の創業・第二創業・新規立ち上げを支援
○ ❶地域密着型（地域資源の活用） ❷地域課題への対応 ❸地域金融機関による融資等 ❹新規性（新規事業）❺モデル性
の要件について、国の有識者審査を経て該当すると認められた事業が対象

●交付金の申請主体は自治体（都道府県・市区町村）
●申請は随時受付（問合せ専用ダイヤルを設置）
●施設整備・改修費、備品費も対象
●補助上限額は最大 万円（大規模事業対応可）
●全ての産業分野で活用可能

☎専用ダイヤル （平日 ～ ）

資料１

（資料１）

ローカルスタートアップ支援制度 ［事業の企画～立ち上げまで各段階での財政措置］

○ 地域の資源と資金を活用した地域課題の解決に資する創業・新規事業（ローカルスタートアップ）を支援
○ 事業の企画・立ち上げ準備・事業立ち上げの各段階において、交付金による支援及び特別交付税措置を実施

※ローカルスタートアップ支援制度を活用するには、「創業支援等事業計画」の作成が必要（認定件数 市区町村（ 月時点））

・地域脱炭素等に係る調査分析
・地域資源の調査分析
・ビジネスモデル調査分析
・法人設立等に係る経費
・オフィスの賃貸料、
インキュベーション施設

支援制度の内容

・創業支援等事業計画の作成
・創業塾、創業セミナー、研修
・ビジネスコンテスト
・創業コーディネーターの設置

特別交付税
（措置率 ・財政力補正あり）

特別交付税
（措置率 ・財政力補正あり）

・ローカル プロジェクト（国庫補助事業）を活用した
初期投資（施設整備・改修、機械装置、備品等）
※モデル性を有するもの

交付金（交付率 ～ ）

・ローカル プロジェクト（地方単独事業）を活用した
初期投資（施設整備・改修、機械装置、備品、商品開発費、
広告宣伝費等）
※モデル性は問わない
・ローカル プロジェクト（地方単独事業）を活用した事業
に対する、フォローアップ、事業分析・再構築に係る経費

特別交付税（措置率 ・財政力補正あり）

❶ 事業の企画 ❸ 事業立ち上げ❷ 立ち上げ準備

資料２

（資料 2）

・国・都道府県
・事業承継・引継ぎ支援センター
・商工会議所・商工会

等

事業承継等人材マッチング支援事業 ～地域企業の後継者を確保～

○ 地域企業の後継者等を確保するため、市町村がハブとなり、地域企業と事業承継等人材とのマッチングを支援する事業。
○ 総務省は、市町村の経費に特別交付税措置を講じるほか、必要な支援を実施。

市町村を対象に、以下の経費について特別交付税措置
※１自治体あたり上限 万円（措置率 （財政力補正あり））
※地方単独事業に係る経費のみが対象
※市町村は、事業承継等人材マッチング支援事業に係る事業計画を策定する必要

市町村公的機関
連携・情報交換等

●地域企業が後継者等を確保するための市町村
の取組を幅広く財政措置

●事業承継に限らず、女性・若者・シニア・外国
人・副業人材等、多様な人材と地域企業との
マッチングを支援する場合の経費も対象

・人材・事業所等に対する調査
・人材の発掘・スキルアップ 等

②マッチング

・交流会・商談会の開催
・マッチングシステム構築 等

④コーディネータ等の配置 ※自治体職員の人件費は対象外

地域企業

支援相談

事業スキーム

財政措置

①調査・人材育成

・人材が事業所で試用的に業務に
従事する際の人件費・交通費 等

③マッチングトライアル

連携・情報交換等
・地域金融機関
・中間支援組織

等

民間機関等

経営者の高齢化
後継者不在

後継者となる人材

地域企業に
貢献したい！

資料３

（資料 3）
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特 集
副基調論文②

ｉｚ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
」
を
略
し
て
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
と
も
言
う
。
地

域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
多
様
な
関
係
者

と
協
働
し
な
が
ら
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
観
光
地

経
営
戦
略
を
策
定
し
、
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ

た
取
り
組
み
を
着
実
に
遂
行
す
る
法
人
で
あ
り
、
地
方
誘

客
及
び
旅
行
消
費
拡
大
を
持
続
可
能
な
形
で
推
進
す
る
上

で
、
地
域
の
観
光
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
司
令

塔
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
（
図
１
）。

観
光
庁
は
２
０
１
５
年
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
登
録
制
度
を
創
設

し
、「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
の
登
録
制
度
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
規
定
す
る

要
件
を
満
た
す
法
人
へ
の
支
援
等
を
実
施
し
て
い
る
。
２

０
２
６
年
４
月
１
日
現
在
の
登
録
数
は
、
全
国
で
３
５
０

法
人
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
エ
リ
ア
の
規
模
に
応
じ
て
三

つ
の
登
録
区
分
を
設
け
て
い
る
（
図
２
）。

は
じ
め
に
～
政
策
の
基
本
的
な
考
え
方

２
０
１
０
年
に
約
８
６
１
万
人
で
あ
っ
た
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
は
２
０
２
５
年
に
は
約
４
２
６
８
万
人
に
増
加

し
、
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
も
約
１
・
１
兆
円
（
２
０

１
０
年
）
か
ら
約
９
・
５
兆
円
（
２
０
２
５
年
）
に
増
加

し
て
い
る
。
訪
日
観
光
支
出
は
、
裾
野
の
広
い
観
光
関
連

産
業
に
裨ひ

え
き益
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
最
終
的
な
経
済

波
及
効
果
は
消
費
額
の
概
ね
２
倍
の
約
１９
兆
円
（
２
０
２

５
年
）
と
推
測
さ
れ
、
観
光
は
今
や
地
域
の
活
性
化
・
日

本
経
済
の
発
展
に
不
可
欠
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
。
観
光

立
国
の
実
現
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推

進
を
図
る
た
め
、
今
年
３
月
に
は
、
２
０
２
６
年
度
か
ら

２
０
３
０
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
新
た
な
「
観
光

立
国
推
進
基
本
計
画
（
第
５
次
）」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

政
府
は
、
観
光
を
我
が
国
に
お
け
る
戦
略
産
業
と
し
て
持

続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
各
種
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
急
回
復
す
る
一
方

で
、
観
光
客
が
特
定
の
地
域
や
時
間
帯
に
集
中
す
る
こ
と

◆◆◆

に
よ
る
過
度
の
混
雑
や
マ
ナ
ー
違
反
（
い
わ
ゆ
る
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
や
、
大
都
市
圏
部
に
観
光
客
が
集
中
す

る
こ
と
で
地
方
部
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
恩
恵
が
十
分

に
行
き
渡
ら
な
い
と
い
っ
た
、
観
光
を
巡
る
課
題
も
ま
た

顕
在
化
・
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

今
後
は
、
よ
り
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
観
光
客
の
戦
略

的
な
誘
客
と
住
民
生
活
の
質
の
確
保
と
の
両
立
の
た
め
の

施
策
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
然
防
止
・
抑
制
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
し
、
地
域
住
民
と
観
光
客
の
双
方
が
満

足
で
き
る
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、地
域
の
多
様
な
関
係
者
と
協
働
し
な
が
ら
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
戦
略
策
定
や
取
り
組
み
を
実
行
す

る
組
織
が
必
要
で
あ
り
、
観
光
庁
は
、
そ
の
中
心
的
役
割

を
担
う
存
在
と
し
て
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
を
位
置
付

け
て
い
る
。

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
と
は

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
は
、「
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

Ｍａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
／
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ

◆◆◆

地
域
の
稼
ぐ
力
を
育
む
取
り
組
み国

土
交
通
省
観
光
庁
観
光
地
域
振
興
課

戦
略
産
業
と
し
て
の
観
光
の
推
進

―
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
と
し
た
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
―

（図 2）DMOの登録区分

（図 1）DMOを中心とした観光地経営
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
対
し
、
戦
略
策
定
は
も

と
よ
り
、
旅
行
消
費
額
や
延
べ
宿
泊
者
数
、
来
訪
者
満
足

度
な
ど
の
各
種
デ
ー
タ
を
Ｋ
Ｇ
Ｉ
（
重
要
目
標
達
成
指

標
）・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
と
し
て
設
定
し
、

そ
れ
ら
を
分
析
・
評
価
し
な
が
ら
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
す
役
割
を
求
め
て
い
る
。
多
様
な
関
係
者
間
の
調
整
と

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
も
と
、

観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
保
全
、
受
入
環
境
整
備
等
を
推

進
し
、
観
光
に
よ
る
受
益
を
地
域
全
体
や
地
域
住
民
へ
広

く
波
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

地
域
の
稼
ぐ
力
を
高
め
る
た
め
に

は
じ
め
に
触
れ
た
と
お
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対

策
を
し
な
が
ら
地
方
誘
客
を
進
め
て
い
く
中
で
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

が
観
光
地
域
づ
く
り
の
司
令
塔
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年

は
様
々
な
国
や
地
域
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
加
し
、

旅
行
目
的
、
旅
行
形
態
も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
の
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、
観
光
客
や
観
光
事
業
者
、
周

辺
交
通
等
に
関
連
す
る
デ
ー
タ
を
継
続
的
に
収
集
、
分
析

で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
各
種
デ
ー
タ
を
戦
略
策
定
と

取
り
組
み
評
価
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
観
光
庁
は
、
２
０
２
５
年
３
月

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
正
（
同
年
１０
月
に
施
行
）
し
、
登

録
要
件
や
制
度
運
用
を
見
直
し
た
（
図
３
）。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

求
め
る
機
能
や
役
割
を
よ
り
明
確
に
示
し
、
活
動
の
成
果

を
定
量
的
か
つ
定
性
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
、
一
つ
一
つ

の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
質
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。例
え
ば
、

登
録
要
件
の
一
つ
で
あ
る
観
光
地
経
営
戦
略
の
策
定
に
つ

◆◆◆

い
て
は
、
従
来

は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
係
る
戦

略
策
定
や
四
つ

の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
求

め
て
い
た
と
こ

ろ
、改
正
後
は
、

地
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
係
る
戦

略
策
定
も
求
め

る
こ
と
と
し
、

そ
の
織
り
込
む

べ
き
要
素
を
明

示
す
る
と
と
も

に
、
Ｋ
Ｇ
Ｉ
及
び
新
た
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
追
加
す
る
こ
と
で
、

科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
徹
底
し
、
観
光
地
経
営
の
強
化
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
更
新
登
録
要
件
を
設
け
、
３
年
ご
と
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
組
織
体
制
や
取
り
組
み
状
況
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
継

続
的
な
評
価
を
行
う
。

今
後
の
方
向
性

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
観
光
地
域
づ
く
り
の
司
令
塔
と
し
て
機
能
を

十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
安
定
的
な
運
営
資
金
の
確

保
と
専
門
性
の
高
い
人
材
の
確
保
・
育
成
が
不
可
欠
で
あ

る
。
特
に
、補
助
金
に
過
度
に
依
存
し
た
組
織
運
営
で
は
、

補
助
金
提
供
者
の
意
向
に
左
右
さ
れ
、
自
律
的
な
意
思
決

定
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
財

源
を
組
み
合
わ
せ
た
持
続
可
能
な
経
営
の
仕
組
み
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、地
方
自
治
体
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
、

◆◆◆

行
政
主
導
の
事
業
実
施
に
特
化
し
た
執
行
機
関
に
と
ど
め

る
の
で
は
な
く
、
高
い
専
門
性
を
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
位
置
づ
け
、
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
上
で
、
地
域

住
民
と
の
連
携
や
周
辺
自
治
体
と
の
広
域
的
な
協
力
を
後

押
し
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
観
光
庁
は
令
和
８

年
度
予
算
に
お
い
て
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
総
合
支
援
事
業
」
を
措
置

し
、
外
部
専
門
人
材
の
登
用
、
中
核
人
材
の
確
保
・
育
成

の
取
り
組
み
、
安
定
的
な
財
源
確
保
及
び
人
材
育
成
に
係

る
計
画
策
定
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
等

に
資
す
る
業
務
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
に
係
る
支
援
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

加
え
て
、
地
方
誘
客
・
地
方
分
散
を
さ
ら
に
促
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
体
制
整
備
・
機
能
強
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な
目
線
に
基
づ
く
広
域
的

な
戦
略
の
下
、
関
係
者
と
も
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
柔
軟
か
つ
弾
力
的
な
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体
、
都
道
府
県
Ｄ
Ｍ

Ｏ
・
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
、
広
域
連

携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
策
定
す
る
広
域
連
携
観
光
戦
略
に
基
づ
く
取

り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
（
図
４
）、
具
体
的
に
は
、

地
方
部
で
の
滞
在
促
進

や
魅
力
発
信
に
つ
な
が

る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

造
成
、受
入
環
境
整
備
、

情
報
発
信
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
等
に
対
す
る
支

援
を
通
じ
て
、
地
方
誘

客
や
地
域
周
遊
・
長
期

滞
在
の
促
進
を
図
る
。

（図 3）ガイドラインの主な改正点

（図４）広域連携観光戦略に基づく
取り組みへの支援
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５
年
計
画
の
集
大
成

―
制
作
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

文
化
観
光
推
進
法
を
受
け
た
５
年
間
の

「
文
化
観
光
推
進
地
域
計
画
」
に
基
づ
き

令
和
3
年
度
か
ら
事
業
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
制
作
し
ま
し
た
。
最
初

は
個
別
の
博
物
館
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
計
画
の
後
半
で
は
、
こ

れ
ま
で
各
地
域
で
魅
力
を
高
め
て
き
た
も

の
を
ま
と
め
て
紹
介
し
た
い
と
考
え
、
こ

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。「
海

外
交
流
史
に
よ
る
学
び
と
感
動
」
を
テ
ー

マ
に
、
県
内
の
博
物
館
を
起
点
に
地
域
を

周
遊
す
る
新
た
な
旅
を
提
案
す
る
内
容
で

す
。各

地
の
学
芸
員
と
と
も
に

―
制
作
プ
ロ
セ
ス
で
工
夫
さ
れ
た
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

文
化
庁
の
コ
ー
チ
ン
グ
も
受
け
な
が

ら
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
基
本
構
成
を
決
め

ま
し
た
。
県
内
の
海
外
交
流
史
を
幅
広
く

扱
う
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
を
起
点
に
、

長
崎
市
内
を
は
じ
め
、
平
戸
、
島
原
半
島
、

五
島
列
島
へ
と
広
げ
て
い
く
構
成
に
し
ま

し
た
。
各
地
域
の
博
物
館
の
学
芸
員
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、
編
集
会
議
を
重
ね
ま

し
た
。
紹
介
す
る
順
番
や
、
壱
岐
や
対
馬

も
入
れ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
話
を
し
な
が
ら
、
編
集
の
方
針
を
し
っ

か
り
固
め
、
関
係
者
全
員
で
共
通
認
識
を

持
っ
た
上
で
進
め
ま
し
た
。

取
材
に
当
た
っ
て
は
ま
ず
、
地
域
の
博

物
館
の
学
芸
員
に
し
っ
か
り
話
を
聞
き
ま

し
た
。
例
え
ば
平
戸
な
ら
、「
江
戸
時
代

は
隠
れ
て
過
ご
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
の
あ

る
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
実
は
漁
業
な
ど
地
域

と
し
っ
か
り
関
わ
っ
て
力
強
く
生
き
て
い

た
姿
が
見
ら
れ
ま
す
」
と
い
っ
た
地
域
に

根
差
し
た
学
芸
員
な
ら
で
は
の
知
識
に
触

れ
、
そ
の
後
、
実
際
に
現
地
を
見
て
、
関

係
の
方
々
に
会
い
に
行
く
と
い
う
、
実
際

に
旅
行
者
に
た
ど
っ
て
ほ
し
い
形
で
進
め

ま
し
た
。

全
て
の
取
材
に
同
行

―
制
作
体
制
は
。

各
施
設
の
学
芸
員
の
皆
さ
ん
の
知
見
を

伺
い
な
が
ら
、
発
注
者
側
は
、
課
内
の
指

導
主
事
が
歴
史
的
な
内
容
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
制
作
業
者
の
「
イ
ー
ズ
ワ
ー
ク

ス
」
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
定
し
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
る
と
き
に
は
後
の
校
正
作

業
ま
で
含
め
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
ほ
ぼ

全
て
の
取
材
に
私
た
ち
も
同
行
し
て
い
ま

す
。こ

う
い
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
と
き
、
後
か
ら
行
政

が
原
稿
を
見
る
と
細
か
な
指
摘
を
し
た
く

な
り
、
説
明
的
な
仕
上
が
り
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。
そ
れ
な
ら
ば
最
初
に
一
緒
に
現

場
に
行
き
、
見
た
も
の
や
印
象
を
共
有
し

て
お
け
ば
、
後
々
問
題
が
生
じ
な
い
と
考

え
ま
し
た
。

制
作
者
の
感
性
を
最
大
限
に

―
工
夫
し
た
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

写
真
は
統
一
感
を
持
た
せ
る
た
め
、
1

人
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
全
て
の
現
場
に
入
り

ま
し
た
。ラ
イ
タ
ー
の
取
材
に
も
同
行
し
、

そ
こ
で
聞
い
た
話
や
会
っ
た
方
の
雰
囲
気

を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
世
界
観
」
を
構
築

し
て
撮
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

天
候
や
光
の
加
減
な
ど
が
満
足
で
き
な

い
と
き
は
別
の
日
に
撮
り
直
す
な
ど
、
制

作
業
者
の
本
気
度
が
表
れ
た
と
思
い
ま

す
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
時
点
で
、
単
に
制

作
す
る
だ
け
で
な
く
販
売
す
る
際
の
売
り

方
も
含
め
て
提
案
し
て
も
ら
う
形
に
し
た

の
で
、
そ
の
点
で
自
信
の
あ
る
業
者
が
応

募
し
て
く
れ
ま
し
た
。

執
筆
・
デ
ザ
イ
ン
・
校
正
も
イ
ー
ズ
ワ
ー

ク
ス
で
、
ラ
イ
タ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
感

性
を
最
大
限
生
か
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
極
力
、
後
か
ら
口
出
し
を
し
な
い
よ

う
意
識
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
最

初
に
し
っ
か
り
一
緒
に
同
行
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

―
そ
れ
は
ど
う
い
う
経
緯
だ
っ
た
の
で
す

か
。イ

ー
ズ
ワ
ー
ク
ス
と
最
初
に
打
ち
合
わ

せ
た
と
き
に
、「
最
後
の
校
正
段
階
に

な
っ
て
行
政
の
上
層
部
か
ら
意
見
が
出
て

修
正
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
」
と
聞

き
ま
し
た
。
多
く
の
行
政
担
当
者
は
心
当

た
り
の
あ
る
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
担
当
者
も
現
場
に
赴
き
、
内
容
を
固

め
て
か
ら
上
層
部
に
報
告
す
る
と
い
う
や

り
方
を
と
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
歴
史
監

修
は
し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
、
あ
る
程
度

完
成
度
を
高
め
、
仮
に
上
司
か
ら
指
摘
が

あ
っ
て
も
、
担
当
者
で
表
現
の
趣
旨
を
説

明
で
き
る
よ
う
に
し
て
報
告
す
る
と
い
う

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド

２
０
２
５
」
の
「
第
１３
回
ふ
る
さ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
」
は
、
長
崎
県
の
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｒ 

よ
う
こ
そ
、
長
崎
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
」
が
受
賞
し
た
（
２
月
号
既

報
）。
同
県
文
化
振
興
・
世
界
遺
産
課
の
担
当
者
（
佐
藤
要
参
事
、
石
尾
和
貴
指
導
主

事
、
酒
井
邦
彦
県
北
振
興
局
＝
波
佐
見
町
派
遣
、
大
原
元
気
主
事
、
花
田
佐
奈
美
連

携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〈
肩
書
は
い
ず
れ
も
２
月
の
取
材
当
時
〉）
に
制
作
の
舞
台
裏

を
伺
っ
た
。

博
物
館
を
入
り
口
に
地
域
へ

―
長
崎
県
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｒ 

よ
う
こ
そ
、 

�

長
崎
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
」
―

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５

 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
受
賞

31 2026・7月号 地域づくり 2026・7月号地域づくり 30



形
で
す
。

―
制
作
過
程
で
最
も
苦
労
し
た
点
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

何
を
テ
ー
マ
に
、
ど
こ
を
取
り
上
げ
る

か
と
い
う
の
が
最
初
苦
労
し
ま
し
た
。
長

崎
県
内
は
地
域
ご
と
に
海
外
交
流
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ

る
の
が
面
白
さ
で
す
。
国
境
離
島
の
海
外

交
流
の
ス
ト
ー
リ
ー
も
入
れ
た
か
っ
た
の

で
す
が
、
1
冊
の
限
ら
れ
た
本
の
中
に
収

め
る
に
は
割
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部

分
も
あ
る
。
ぜ
い
た
く
な
悩
み
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
こ
は
苦
労
し
ま
し
た
。

選
ば
れ
続
け
る
パ
ン
フ
に

―
反
響
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

制
作
業
者
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
さ
れ
た
方
は
、
事

前
に
博
物
館
や
ホ
テ
ル
で
実
際
に
現
物
を

見
た
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
自
体
が
流
行
に
左
右
さ

れ
ず
、
時
間
を
重
ね
な
が
ら
選
ば
れ
続
け

る
も
の
と
し
て
、
今
後
も
持
続
的
に
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
続
編
や
関
連
コ
ン
テ
ン
ツ
の
予
定
は
。

今
年
度
、「
旅
す
る
長
崎
学
」
と
い
う

既
存
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
基
に
し
た
ペ
ー
ジ
を
拡
充
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。英
語
版
も
作
成
し
ま
し
た
。

書
籍
は
年
齢
層
が
高
め
の
歴
史
好
き
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
ウ
ェ

ブ
で
は
よ
り
幅
広
い
年
齢
層
、
特
に
若
い

方
に
も
届
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地

図
と
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
連
動
さ
せ
て
、

近
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
探
せ
る
よ
う
な

仕
掛
け
を
作
り
ま
し
た
。

書
籍
に
は
書
籍
の
良
さ
が
あ
り
ま
す

が
、
ウ
ェ
ブ
は
即
時
性
や
検
索
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
本
で
し
っ
か
り
し
た
中
身

の
も
の
を
出
し
て
か
ら
、
ウ
ェ
ブ
で
よ
り

多
く
の
人
に
届
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

有
料
販
売
で
自
走
化
を
目
指
す

―
審
査
会
で
は
自
治
体
に
よ
る
有
料
発
行

が
珍
し
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

過
去
に
「
旅
す
る
長
崎
学
」
と
い
う
冊

子
を
県
で
作
っ
て
い
て
、
二
十
数
年
前
か

ら
有
料
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
今
も
書
店

で
売
ら
れ
て
お
り
、
長
く
残
る
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
無
料
で
配
布
す
る
も

の
は
な
か
な
か
読
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
有
料

で
購
入
し
て
い
た
だ
く
と
読
ん
で
い
た
だ

け
る
。
制
作
に
向
き
合
う
姿
勢
も
変
わ
り

ま
す
。

ま
た
、
行
政
の
仕
事
と
し
て
自
走
化
を

求
め
ら
れ
ま
す
。
税
金
を
今
後
使
わ
な
い

発
信
の
手
段
と
し
て
、
初
期
の
製
作
費
は

県
が
負
担
し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
増
刷
は

制
作
会
社
が
担
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を

取
っ
て
い
ま
す
。
県
は
著
作
権
を
持
ち
ま

す
が
、
制
作
会
社
が
増
刷
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。販
売
は
民
間
が
行
う
た
め
、

継
続
的
な
発
信
が
期
待
で
き
ま
す
。

地
域
計
画
は
今
年
度
で
終
わ
り
ま
す

が
、
自
走
化
を
目
指
す
取
り
組
み
と
し
て

良
い
形
な
の
で
、
ぜ
ひ
続
け
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
長
崎
県
の
魅
力
的
な
歴

史
・
文
化
を
通
じ
て
、
県
民
が
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
を
持
て
る
よ
う
な
地
域
に
し
た

い
で
す
。

―
聞
き
手

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
三
村 

凌
平

（
三
重
県
四
日
市
市
か
ら
派
遣
）

シビックプライド醸成へ食文化も紹介

旅へいざなうパンフ冒頭

撮影は光と構図にこだわり抜いた

信仰と農の営みが共存する平戸の集落を紹介
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市
民
か
ら
賛
否

―
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
め
た
経
緯

は
。２

０
１
２
年
度
に
策
定
し
た
第
１
期
の

都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド

メ
ッ
セ
ー
ジ
「
い
い
、加
減
。
ま
つ
や
ま
」

を
掲
げ
、
松
山
独
自
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
１０
年

以
上
が
経
過
し
、
計
画
期
間
が
終
了
す
る

こ
と
や
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
社
会
環

境
や
価
値
観
も
変
化
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
戦
略
全
体
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
、
刷
新
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
制
作
に
あ

た
っ
て
は
、
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
赤
松
隆
一
郎
さ
ん

に
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
若
者
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
で
聞
い
た
ご
意
見
や
移
住
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
社
会
情
勢
、
地
域
特
性
な
ど
を

基
に
、
い
ま
と
こ
れ
か
ら
の
松
山
を
見
つ

め
直
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、市
民
の
皆
さ
ん
の
声
か
ら「
幸

せ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
か
び
あ
が

り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
１
０
０
を
超
え
る

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
候
補
を
出
し
な
が
ら
何
度

も
議
論
を
重
ね
た
結
果
、「
幸
せ
に
な
ろ

う
。」
に
決
定
し
ま
し
た
。

決
定
後
に
は
市
民
か
ら
賛
否
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
で
何
か
が

変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
見
方
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
進
め
る
こ
と
に

し
た
の
は
、
松
山
を
将
来
ど
の
よ
う
な
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、そ
の
意
思
を
、

責
任
と
覚
悟
を
持
っ
て
宣
言
す
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

審
査
委
員
長
の
評
価
が
自
信
に

―
今
回
の
受
賞
の
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。表

彰
式
後
、
審
査
委
員
長
の
箭
内
道
彦

氏
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

に
「
市
民
か
ら
賛
否
あ
る
中
で
受
賞
で
き

て
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」
と
伝
え
ま

し
た
。
箭
内
さ
ん
は
「
行
政
が
こ
う
い
う

こ
と
を
し
た
ら
、
市
民
か
ら
の
反
応
が
い

ろ
い
ろ
あ
る
の
は
分
か
る
。
で
も
そ
れ
を

選
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
よ
く
や
っ
た
の

で
は
な
い
で
す
か
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
最
前
線
の
一
流
の
方
に
認
め
て
い
た

だ
け
た
こ
と
が
、
非
常
に
う
れ
し
く
、
自

信
に
な
り
ま
し
た
。

―
動
画
制
作
で
は
ご
苦
労
も
あ
っ
た
と

か
。ブ

ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
す
る
こ

と
と
し
、
市
職
員
４
名
（
西
原
、
久
保
両

氏
と
森
本
智
恵
総
合
政
策
部
広
報
担
当
副

部
長
、
篠
﨑
亮
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
課
副
主
幹
）
と
い
う
体
制
で
臨
み
ま

し
た
。
様
々
な
意
見
が
出
る
中
、
赤
松
さ

ん
が
こ
れ
ま
で
の
知
識
と
経
験
か
ら
、
方

向
性
を
整
理
し
て
明
確
に
示
し
て
く
れ
ま

し
た
。
委
託
先
は
電
通
西
日
本
で
、
地
元

の
南
海
放
送
が
協
力
会
社
と
し
て
、
撮
影

場
所
の
手
配
や
人
員
の
調
整
な
ど
現
場
を

支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
１０
月
末
に
ブ
ラ
ン
ド
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
発
表
し
、
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
を

決
め
る
投
票
を
開
始
し
ま
し
た
。
２
０
２

５
年
１
月
の
ロ
ゴ
決
定
の
記
者
会
見
で
、

動
画
を
お
披
露
目
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た

め
、
制
作
期
間
が
３
カ
月
し
か
な
い
中
、

１５
秒
の
動
画
を
１０
本
制
作
す
る
こ
と
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

客
観
と
主
観
の
両
方
が
必
要

―
ブ
ラ
ン
ド
策
定
で
工
夫
さ
れ
た
こ
と

は
。ブ

ラ
ン
ド
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
「
客
観
的
な
分
析
」
と
「
主
観
的
な
価

値
づ
く
り
」
の
両
方
が
必
要
と
考
え
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ

て
松
山
の
強
み
や
評
価
さ
れ
て
い
る
点

を
整
理
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点

と
、
そ
の
上
で
、
人
の
感
情
に
届
く
表
現

へ
と
落
と
し
込
む
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド

２
０
２
５
」
の
「
第
７
回
ふ
る
さ
と
動
画
大
賞
」
は
、
愛
媛
県
松
山
市
の
「『
幸
せ
に

な
ろ
う
。』
松
山
市
Ｐ
Ｒ
動
画
８
編
」
が
受
賞
し
た
（
２
月
号
既
報
）。
同
市
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
の
西
原
進
課
長
と
久
保
明
日
香
主
事
に
、
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
幸
せ
に
な
ろ
う
。」
と
動
画
制
作
の
舞
台
裏
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
幸
せ
に
な
ろ
う
。」
に
込
め
た
思
い

―
松
山
市
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
―

動画制作に関わったメンバー
（左から西原、久保、篠﨑、森本、赤松氏の各氏）

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５

 

動
画
大
賞
受
賞
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視
点
で
す
。

デ
ー
タ
分
析
だ
け
で
は
、
他
都
市
と
比

較
可
能
な
特
徴
に
と
ど
ま
り
、
似
た
よ
う

な
打
ち
出
し
に
な
り
が
ち
で
す
。一
方
で
、

感
覚
だ
け
に
頼
る
と
根
拠
が
弱
く
、
合
意

形
成
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
両
方

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
根
拠
が
あ

り
、
か
つ
共
感
さ
れ
る
表
現
」
を
目
指
し

ま
し
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
の
両
方
の
視
点
を
行
き
来
し
な
が

ら
検
討
し
た
こ
と
で
、
方
向
性
を
見
失
わ

ず
に
制
作
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

現
場
で
生
ま
れ
た
「
奇
跡
」

―
制
作
現
場
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
か
。

納
豆
を
混
ぜ
る
シ
ー
ン
は
出
演
者
の
方

が
一
発
で
撮
影
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
園

児
が
食
べ
物
の
名
前
を
次
々
と
挙
げ
る

シ
ー
ン
も
特
別
な
演
出
を
加
え
ず
、
自
然

な
流
れ
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
こ

う
し
た
狙
い
す
ぎ
て
い
な
い
自
然
さ
が
、

結
果
と
し
て
印
象
的
な
映
像
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
シ
ー
ン
が
生
ま
れ
た
背
景
に

は
、
現
場
の
準
備
と
判
断
が
あ
り
ま
す
。

南
海
放
送
が
撮
影
場
所
や
出
演
者
の
調
整

を
丁
寧
に
行
い
、
無
理
の
な
い
環
境
を
整

え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
松
さ
ん
が

現
場
で
状
況
を
見
な
が
ら
細
か
く
演
出
を

加
え
、
的
確
に
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
結
婚
式
編
で
は
「
ハ
ン
カ

チ
も
持
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」
と
提
案

す
る
な
ど
、
少
し
だ
け
工
夫
す
る
こ
と
で

自
然
さ
を
損
な
わ
ず
に
完
成
度
を
高
め
て

い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
元
の
協
力

会
社
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
う
ま
く
連
携
で

き
た
こ
と
で
、
短
期
間
で
も
質
の
高
い
作

品
が
生
ま
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
動
画
の
反
響
は
い
か
が
で
す
か
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）で
は
、

園
児
編
と
結
婚
式
編
が
そ
れ
ぞ
れ
約
１３
万

回
再
生
さ
れ
る
な
ど
、
合
計
８０
万
回
以
上

を
記
録
し
て
い
ま
す
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
広

告
も
活
用
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
も
愛
媛
の
民
放
４
局
で

放
映
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
受
賞
を

機
に
、
再
放
映
し
、
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

「
Ｔ
Ｖ
ｅ
ｒ
」
で
も
配
信
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
と
情
報
発
信
の 

両
輪
で

―
今
後
の
展
開
方
向
は
。

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は
「
幸
せ
に
な
ろ
う
。」

と
い
う
こ
と
ば
を
広
め
る
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
実
際
に
市
民
や
事
業
者
、
関
係
団

体
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
目
的
で
す
。
松
山
市
は
市
の
総
合

計
画
の
数
値
目
標
と
連
動
さ
せ
て
い
て
、

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
広
報
Ｐ
Ｒ
の
部
分

を
担
い
、
各
課
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
推

進
す
る
と
い
う
考
え
方
で
、
ま
ち
づ
く
り

と
情
報
発
信
の
両
輪
で
進
め
て
い
き
ま

す
。現

在
は
、
他
部
署
と
連
携
し
て
事
業
を

進
め
た
り
、
ロ
ゴ
を
庁
内
で
活
用
し
た
り

し
な
が
ら
、「
幸
せ
に
な
ろ
う
。」
の
ブ
ラ

ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
で
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、「
幸
せ
と
い
え
ば
松
山
」
と

誇
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

―
聞
き
手

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
三
村 

凌
平

�

（
三
重
県
四
日
市
市
か
ら
派
遣
）

「幸せになろう。」ブランドロゴ

一発で成功した納豆のシーン

園児が食べ物の名前を挙げるシーン
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センターＯＢ・ＯＧ通信

「
公
務
員
」
と
い
う
肩
書
を
脱
い
で
、
地
域
に
飛
び
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　
「
自
分
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
」「
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
な
」
と
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も

最
初
は
そ
う
で
し
た
が
、
一
歩
踏
み
出
し
て
み
る
と
、
想
像
以
上

に
面
白
く
て
刺
激
的
な
世
界
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
現
在
、
地
元
の
消
防
団
員
や
保
育
園
の
保
護
者
会
役
員
な

ど
、
公
務
員
以
外
の
い
く
つ
か
の
「
地
域
の
顔
」
を
持
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
一
市
民
と
し
て
地
域
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
課
題
を
よ
り
高
い
解
像
度
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
魅
力
に
気
付
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
の
活
動
の
柱
の
一
つ
が
、
５
年
前
か
ら
続
け
て
い
る

ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
「
ふ
く
の
～
と
」
の
運
営
で
す
。
公
務
員
や

起
業
家
、
民
間
企
業
で
働
く
方
な
ど
十
数
名
で
活
動
し
「
毎
日
必

ず
記
事
を
更
新
す
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
で
、
５
年
間
一
日
も
休
ま

ず
に
地
域
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

取
り
上
げ
る
の
は
、
新
し
い
お
店
の
開
店
情
報
か
ら
、
道
端
で

見
つ
け
た
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
ま
で
、
南
砺
市
で
暮
ら
す
人
に
寄

り
添
っ
た
話
題
で
す
。
地
域
の
さ
さ
い
な
日
常
を
コ
ツ
コ
ツ
と
発

信
し
続
け
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
「
い
つ
も
見
て
る
よ
」「
こ
の

記
事
、
役
に
立
っ
た
よ
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
５
年
間
の
積
み
重
ね
が
、
私
と
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
強
く
、
そ
し
て
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ

る
大
切
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
都
市
公
園
を
活
用
し
た

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
都

市
公
園
の
現
状
や
、
休
日
に
な
る
と
多
く
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
市

外
の
大
型
商
業
施
設
に
遊
び
に
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
知
り
、「
南

砺
市
で
も
、
休
日
に
家
族
で
過
ご
す
選
択
肢
が
つ
く
れ
な
い
か
」

と
考
え
た
こ
と
で
し
た
。

た
だ
最
初
は
「
ど
う
や
っ
て
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
た
ら
よ
い
の

か
？
」
と
い
う
状
態
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
富
山
県
内
の
公
務

員
が
集
ま
る
場
で
、
他
市

の
職
員
の
方
が
ビ
ア
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
し
て
い
る
事

例
を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
発
表
の
場
で

「
や
り
た
い
人
、
一
緒
に

や
り
ま
し
ょ
う
！
」
で
締

め
く
く
ら
れ
た
こ
と
が
非

常
に
印
象
的
で
、
す
ぐ
に

南
砺
市
内
で
も
開
催
し
た

い
旨
を
伝
え
、
出
店
者
の

募
集
か
ら
イ
ベ
ン
ト
広

報
、
行
政
関
係
の
申
請
や
使
え
る
補
助
金
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
無
事
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
現
在

は
自
分
た
ち
の
力
で
、
補
助
金
に
頼
ら
な
い
持
続
可
能
な
マ
ル
シ

ェ
運
営
も
で
き
て
い
ま
す
。
次
は
私
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
、
活

動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
に
飛
び
出
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
、
普
段
の

業
務
で
は
得
ら
れ
な
い
情
報
が
入
っ
て
き
た
り
、
新
た
な
人
間
関

係
が
築
か
れ
て
い
っ
た
り
し
ま
す
。
正
直
な
話
、
自
分
の
業
務
に

直
接
関
係
な
い
も
の
も
多
い
で
す
。
し
か
し
、
情
報
や
人
脈
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
、
今
後
良
い
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
必
ず
役

に
立
つ
と
思
い
、
今
は
そ
の
種
ま
き
の
期
間
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

ず
は
一
歩
、
公
務
員
と
い
う
肩
書
を
脱
い
で
、
地
域
に
飛
び

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
実
務
研
修
生

と
し
て
在
籍
さ
れ
た
方
々
に
、
帰
任
後
の
現
況
や
地
域
づ
く
り
へ

の
思
い
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。�

�
�

（
情
報
・
広
報
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
）

岩倉　竜矢●富山県南砺市秘書広報室主任

つながりが豊かな人生をつくる
〜肩書を脱いで、地域へ〜

にぎわうビアマルシェ

（2021年4月～2023年3月まで副参事として在籍）

PB セクション 地域づくり 2026・7月号地域づくり 34



◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆

ふるさとの魅力発信を応援します！
―地域情報発信支援―

地域活性化センターでは、ふるさとの魅力を発信するプロモーションを支援するため、今年度
も「地域プロモーションアワード」を開催します。

昨年度の大賞受賞作を 30 ～ 34 ページで紹介しているほか、地域活性化センターのホームペー
ジで全受賞作を公開中ですので、ぜひご覧ください。地域の魅力をたっぷり詰め込んだこだわり
の作品を募集します！

受賞作品

優秀賞
/
長崎県東彼杵町 南伸坊賞
/
兵庫県淡路市 楓千里賞
/
茨城県古河市
茶鯨 Awaji
City
Healing
Travel

Guide
古河
no
トリセツ

パックン賞
/
福岡県福智町 マックン賞
/
鹿児島県南九州市 地域活性化センター賞
　　　　　　　　　　　　
/
北海道東川町

上野焼おいしいうつわ 茶本 東川町　「写真の町」40周年誌
ちいさな町の、おおきな歩み

大賞
／
長崎県

ONE
ANSWER「ようこそ長崎のミュージアムへ」


大賞

「幸せになろう。」松山市PR動画8編

箭内道彦賞 木川剛志賞秋吉久美子賞

戸髙良彦賞 谷中修吾賞 地域活性化センター賞

福岡県八女市　　 新潟県　

にんにくのキモチ　 第61回小田原北條五代祭り “SAGAジモト青春ソング”
FIND
YOU

NIIGATA
Culture
Tourism　

ニイガタ
カルチャー
ツーリズム　

Episode4　
-
新発田・村上エリア
-

大阪府堺市

愛媛県松山市

【八女の人に聞きました！】
「あなたのまちの好きなところは？」

青森県十和田市　　 神奈川県小田原市　 佐賀県

優秀賞

意味がある島。みくら島。
コンセプトムービー

東京都御蔵島村

3rd
Destination
堺

–
日本らしさを、自分らしく味わおう
–

受賞作品

動画大賞パンフレット大賞2025 年度受賞作品

35 2026・7月号 地域づくり セクション地域づくり PB



平
成
１７
年
に
田
沢
湖
町
、
角
館
町
、
西
木
村
の
２
町
１
村
の
合

併
で
誕
生
し
た
仙
北
市
は
、
昨
年
９
月
２０
日
に
市
制
２０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

仙
北
市
は
、
秋
田
県
の
東
部
中
央
に
位
置
し
、
岩
手
県
と
隣
接

し
て
い
ま
す
。
東
側
は
奥
羽
山
脈
が
走
り
、
東
に
は
秋
田
駒
ヶ
岳

が
、
北
に
は
八
幡
平
が
あ
り
ま
す
。
西
側
は
出
羽
山
地
が
伸
び
、

南
は
秋
田
の
米
ど
こ
ろ
の
仙
北
平
野
へ
と
開
け
て
い
ま
す
。
市
の

面
積
は
１
０
９
３
・
５６
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
秋
田
県
で
は
３

番
目
の
広
さ
と
な
っ
て
お
り
、
約
８０
％
以
上
が
森
林
で
す
。

本
市
は
、
山
と
湖
と
温
泉
、
そ
し
て
歴
史
文
化
の
ま
ち
で
す
。

東
北
有
数
の
観
光
地
で
も
あ
り
、
毎
分
９
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
温

泉
湧
出
量
と
Ｐ
Ｈ
１
・
２
の
強
酸
性
の
ど
ち
ら
も
日
本
一
を
誇
る

玉
川
温
泉
や
、
鶴
の
湯
、
妙
の
湯
、
黒
湯
、
蟹
場
、
大
釜
、
孫
六
、

国
民
休
暇
村
の
あ
る
秘
湯
、
乳
頭
温
泉
郷
は
、「
憧
れ
の
温
泉
郷
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
田
沢
湖
は
４
２
３
・
４
メ
ー
ト
ル
の
水
深

を
誇
り
、
日
本
一
深
い
「
神
秘
の
湖
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
に
栄
え
た
城
下
町
で
「
み
ち
の
く
の
小
京
都
」
と
も
言
わ

れ
る
角
館
は
、侍
の
住
居
の
武
家
屋
敷
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
文
化
人
も
多
数
輩
出
し
て
お
り
、
新
潮
社
を
創
設
し
た
佐

藤
義
亮
や
、
解
体
新
書
の
挿
絵
を
描
い
た
秋
田
蘭
画
の
小
田
野
直

武
、
近
代
日
本
画
家
で
あ
る
平
福
穂
庵
、
平
福
百
穂
親
子
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

人
口
約
３
万
２
０
０
０
人
台
の
自
治
体
と
し
て
誕
生
し
た
仙
北

市
で
し
た
が
、
こ
の
２０
年
間
で
、
人
口
は
２
万
２
０
０
０
人
台
ま

で
減
少
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
中
学
校
や
公
立
病

院
、
公
共
交
通
な
ど
へ
の
影
響
が
年
々
大
き
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
６５
歳
以
上
の
人
口
比
で
あ
る
高
齢
化
率
も
４６
％
を
超
え
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
仙
北
市
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
で
人
手
不
足
に
よ
る
産
業
の
衰
退
や
、
税
収
の

減
少
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
、
そ
の
地
域
の
人
々
の

暮
ら
し
に
暗
い
影
を
落
と
し
、
希
望
を
失
う
要
因
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
私
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

む
し
ろ
２
万
２
０
０
０
人
で
も
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く

る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
大
都
市
に
は
な
い
魅
力
あ
ふ
れ

る
仙
北
市
を
市
民
の
皆
様
と
実
現
す
る
と
い
う
強
い
思
い
と
覚
悟

を
持
っ
て
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
昨
年
１０
月
に
行
わ
れ
た
仙
北
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

市
民
の
皆
様
か
ら
再
び
市
長
に
お
選
び
い
た
だ
き
、
１０
月
３０
日
よ

り
２
期
目
の
市
政
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

１
期
目
の
４
年
間
は
、
市
民
の
「
幸
福
度
全
国
No.
１
」
の
仙
北

市
実
現
を
市
政
理
念
に
掲
げ
、
直
面
し
て
い
る
課
題
を
一
つ
で
も

改
善
、解
決
す
る
べ
く
全
力
で
市
政
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
の
是
正
や
、
旧
市
立
角
館
総
合
病
院

や
中
町
庁
舎
の
解
体
、
上
野
庁
舎
の
整
備
推
進
、
保
育
料
と
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
の
完
全
無
償
化
な
ど
を
実
現
し
ま
し
た
が
、
財

政
改
善
の
た
め
に
上
下
水
道
の
段
階
的
値
上
げ
や
、
仙
北
市
広
報

の
発
行
を
月
１
回
へ
の
削
減
お
よ
び
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
印
刷
か
ら

２
色
刷
り
へ
の
変
更
、
ま
た
各
種
補
助
金
や
事
務
事
業
の
見
直
し

な
ど
、
市
民
の
皆
様
に
痛
み
を
伴
う
改
革
も
覚
悟
を
持
っ
て
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
は
、「
攻
め
の
方
針
」
と
し
て
、「
全
産
業
に
お
け

る
若
年
層
の
雇
用
促
進
」「
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
徹
底
し
た

子
育
て
支
援
」「
若
者
・
女
性
が
暮
ら
し
や
す
い
、
働
き
や
す
い

地
域
・
職
場
づ
く
り
」の
３
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
守

り
の
方
針
」
と
し
て
、「
公
共
施
設
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
の
実
施
」「
Ｄ
Ｘ
を
利
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
」「
中
期
財
政
計
画
を
作
成
し
、
安
定
し
た
財
政
へ
」
の

３
つ
の
柱
を
定
め
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
仙
北
市
で
は
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
正
面
か
ら

向
き
合
い
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
将
来
に
つ
な
が
る
解
決
策
を
一

つ
一
つ
模
索
し
、
次
の
世
代
へ
と
地
域
を
継
承
し
て
い
く
た
め
の

施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
を
は
じ
め
、
こ
こ
数
年
の
急
激
な
出
生
数
減
少
に
よ

る
少
子
化
へ
の
対
策
や
、
待
っ
た
な
し
の
角
館
・
田
沢
湖
両
市
立

病
院
の
経
営
改
善
、
豪
雨
や
火
山
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
備

え
や
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
と
共
に
増
加
し
て
い
る
空
き
家
へ

の
対
応
強
化
、
よ
り
一
層
の
産
業
振
興
の
実
現
な
ど
、
課
題
は
山

積
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、「
逃
げ
な
い
」「
隠
さ
な
い
」「
噓う
そ

を
つ
か
な
い
」
と
い
う

市
長
と
し
て
の
決
意
を
も
っ
て
課
題
に
向
き
合
い
、
結
果
を
重
視

し
た
施
策
を
推
進
し
て
改
善
、
解
決
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

幸福度全国No.1のまちづくり
秋田県仙北市長 田口　知明
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内子町

愛
媛
県

329

█内子フレッシュパークからり
地元産ほぼ 100%の産直市
場。全国モデル「道の駅」（6
カ所）の一つにも選ばれ、四
季折々の内子の産物が味わ
える

█重要文化財・内子座
大正 5年に建築された芝居小屋（保存修
理工事のため、令和10年まで休館中）

█弓削神社の屋根付き橋
村並み保存に取り組む石畳地区にあり、地
域住民の手で維持管理されている

█ソルファオダスキーゲレンデ
標高1000メートルの小田深山にある四国
最大級のスキー場。四国最長1200メート
ルのロングコースを持つ

█泉谷の棚田
五十崎御

みそぎ
祓地区にある泉谷の棚田。全国棚

田百選に選ばれている

█小田深山渓谷
仁淀川の源流の一つである黒川が流れる。
美しい自然の中で散策やキャンプを楽しむ
ことができる

内子町は、愛媛県のほぼ中央に位置し、面積の
約８割を山林が占める山間の小さな町です。

平成17年に当時の内子町、五
い か ざ き

十崎町、小田町の３
町が合併し誕生しました。内子地区には、かつて
木
もくろう

蝋産業で栄えた八日市・護国地区があり、重要
伝統的建造物群保存地区に選定されています。市
街地には、重要文化財に指定されている大正時代
の芝居小屋「内子座」もあり、現在も町民の文化
の殿堂として活用されています。
また、石畳地区では、村並み保存運動に取り組
み、暮らしの中で育まれた風景を保全するととも
に、新たな生業づくりに挑戦しています。五十崎地区では伝
統産業である和紙の生産が続いており、棚田の保全や廃校の
再生にも取り組んでいます。
さらに、小田地区では広大な国有林を有する小田深山で山
並みの保全と活用に取り組んでおり、町全体で地域の自然と
歴史的環境を活

い

かしたまちづくりを進めています。

█八日市・護国地区
重要伝統的建造物群保存地区に選定。行
政と住民の協働によって守られている

█いかざき大
おおだこ
凧合戦

五十崎地区で毎年 5月 5日に開催されて
いる伝統行事。400年の歴史を持つ

美しい町並み、村並み、山並み　美しい町並み、村並み、山並み　
内子町内子町
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